
（ 1 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１３年 （平成２５年） 春季　【季刊】

無 料
2013年  春季  第32号

本社：東京都新宿区西新宿1-25-1 新宿センタービル51階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1-25-1
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西10-4
苫小牧営業所 北海道苫小牧市王子町 3-2-23
盛 岡 営 業 所 岩手県盛岡市盛岡駅西通 2-9-1
仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区二日町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
新 潟 営 業 所 新潟県新潟市中央区弁天 3-2-3
宇都宮営業所 栃木県宇都宮市大通り 2-4-3
高 崎 営 業 所 群 馬 県 高 崎 市 八 島 町 274
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 1-4-7
つ く ば 営 業 所 茨 城 県 つ く ば 市 竹 園 1-6-1
熊 谷 営 業 所 埼 玉 県 熊 谷 市 筑 波 2-15
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-9-4
西 埼 玉 営 業 所 埼 玉 県 入 間 市 豊 岡 1-3-18
柏 営 業 所 千 葉 県 柏 市 柏 4-8-14
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相模原営業所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台2-17-18
横須賀営業所 神 奈 川 県 横 須 賀 市 小 川 町 14-1
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
長 野 営 業 所 長 野 県 長 野 市 栗 田 1000-1
甲 府 営 業 所 山 梨 県 甲 府 市 丸 の 内 2-29-4
沼 津 営 業 所 静岡県沼津市大手町 3-8-23
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市中区板屋町111-2
岡 崎 営 業 所 愛 知 県 岡 崎 市 唐 沢 町 11-5
名古屋営業所 愛知県名古屋市東区葵3-15-31
金 沢 営 業 所 石 川 県 金 沢 市 本 町 2-15-1
岐 阜 営 業 所 岐 阜 県 岐 阜 市 橋 本 町 2-8
滋 賀 営 業 所 滋 賀 県 彦 根 市 佐 和 町 11-30
三 重 営 業 所 三重県四日市市鵜の森 1-3-20
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市北区西天満4-14-3
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
姫 路 営 業 所 兵 庫 県 姫 路 市 南 駅 前 町 100
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４-17
山 口 営 業 所 山 口 市 小 郡 高 砂 町 2-7
高 松 営 業 所 香川県高松市サンポート 2-1
松 山 営 業 所 愛 媛 県 松 山 市 一 番 町 3-3-3
北九州営業所 福岡県北九州市小倉北区浅野 2-14-1
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区博多駅前1-2-5
大 分 営 業 所 大 分 県 大 分 市 末 広 町 1-1-18
熊 本 営 業 所 熊本県熊本市中央区九品寺2-1-24
鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市西千石町1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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Spring 2013

昨
年
の
東
電
に
続
き
、春
か
ら
夏
に
か
け
て
各
社

「
中
小
企
業
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

温
暖
化
対
策
の
手
引
き
を
提
供

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
わ
が
国
で
は
初
め
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

の
真
剣
な
議
論
が
始
ま
っ
た

と
い
え
る
。議
論
の
中
心
は
、

「
原
子
力
発
電
」「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
」「
電
力

　

ま
た
、
そ
う
し
た
議
論
や

安
全
性
を
確
保
す
る
作
業
の

間
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
の
低
廉
化
が
達
成
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な

れ
ば
、環
境
面
で
も
す
ぐ
れ
、

安
全
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
大
量
導
入
も
、
実
現
さ

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
「
電
力
制
度
改
革
」
に
関

し
て
は
、
経
済
産
業
省
の
電

力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門
委
員

会
が
、
２
０
１
３
年
２
月
８

日
に
最
終
報
告
書
案
を
示
し

た
。
今
回
の
電
力
改
革
は
３

段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

電
力
逼
迫
時
の
全
国
的
融
通

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
送

電
網
を
一
括
運
用
す
る
第
三

者
機
関
を
２
０
１
５
年
を
め

ど
に
設
立
す
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
小
売
り
の
全
面

自
由
化
の
た
め
、
家
庭
で
も

契
約
先
を
自
由
に
選
べ
る
よ

う
小
口
向
け
の
電
力
販
売
を

３
年
後
の
２
０
１
６
年
を
め

ど
に
実
施
。
電
力
事
業
へ
の

新
規
参
入
を
促
す
た
め
、
現

在
、
発
電
と
送
電
部
門
を
分

社
化
す
る
発
送
電
分
離
を
５

年
後
か
ら
７
年
後
に
実
施
す

る
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
で
、
今
の

電
力
市
場
の
閉
鎖
性
が
解
消

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　

従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
、
役
所
と
電
力
業
界
だ
け

で
決
め
ら
れ
て
い
た
感
が
あ

る
。
両
者
と
も
超
巨
大
組
織

で
あ
る
た
め
、
意
思
決
定
が

硬
直
化
し
、
政
策
を
変
え
ら

れ
な
い
体
質
と
な
っ
て
い

た
。
欧
米
で
は
、
１
９
９
０

年
代
か
ら
電
力
会
社
間
の
競

争
と
消
費
者
の
選
択
肢
を
広

げ
る
電
力
自
由
化
が
進
み
、

消
費
者
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
発
電
す
る
電
力
会

社
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

国
際
的
に
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
事
故
後
、
過
酷
事
故
に

対
し
て
各
国
が
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
講
じ

て
き
た
。
だ

が
日
本
で
は

安
全
神
話
の

も
と
に
こ
の
対
応
を
怠
り
、

現
状
に
至
っ
て
い
る
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。こ
れ
か
ら
は
、

わ
れ
わ
れ
消
費
者
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
論
議
に
積
極
的
に

参
加
し
、
消
費
者
が
政
策
を

選
択
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
ゆ
き
た
い
。

▼
地
球
サ
ミ
ッ
ト

　

１
９
９
２
年
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
開
催
さ
れ
た
「
環
境
と

開
発
に
関
す
る
国
連
会

議
」
の
こ
と
。
約
１
８
０

カ
国
と
い
う
世
界
の
ほ
と

ん
ど
の
国
が
参
加
し
、
約

１
０
０
カ
国
の
元
首
・
首

脳
も
出
席
、
約
１
万
人
に

及
ぶ
政
府
代
表
団
が
詰
め

か
け
た
と
い
わ
れ
る
環
境
問

題
を
議
論
し
た
大
会
議
。

　

地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
別

途
交
渉
が
続
け
ら
れ
て
い
た

「
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
」

と
「
生
物
多
様
性
条
約
」
へ

の
署
名
も
開
始
さ
れ
た
。

▼
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
米
な
ど
生
物
由
来
の

資
源
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
を
原

料
に
つ
く
ら
れ
た
エ
タ
ノ
ー

ル
（
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
）

の
こ
と
。
そ
れ
ら
植
物
な
ど

の
つ
く
り
出
す
糖
、
で
ん
ぷ

ん
、
セ
ル
ロ
ー
ス
と
い
っ

た
も
の
が
利
用
さ
れ
る
。

　

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

は
、
そ
れ
に
対
応
し
た
自

動
車
で
あ
れ
ば
、
ガ
ソ
リ

ン
に
混
ぜ
る
か
、
も
し
く

は
、
そ
の
ま
ま
燃
料
と
し

て
利
用
で
き
る
。
燃
料
と

し
て
燃
焼
さ
せ
て
も
、
バ

イ
オ
マ
ス
は
生
長
の
過
程

で
す
で
に
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
吸
収
し
て

い
る
の
で
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
は
ゼ
ロ
と
み
な

さ
れ
る
。

2013年冬季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
と
お

り
で
す
。
グ
レ
ー

の
二
重
囲
み
マ
ス

に
あ
る
４
つ
の
文

字
を
組
み
合
わ
せ
た
「
シ

ロ
ク
マ
」が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「シロクマ」
（白くま）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

め
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
す
る
の

が
目
的
だ
と
し
て
い
る
。

　

本
文
の
中
で
は
、
省
エ
ネ

の
進
め
方
や
コ
ツ
を
ス
テ
ッ

プ
を
追
っ
て
説
明
。
大
き
な

流
れ
は
、①
現
状
を
知
る（
各

種
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
状
況

の
把
握
）
②
削
減
対
策
・
目

標
を
考
え
る
③
削
減
対
策
を

実
行
す
る
④
結
果
を
把
握
・

分
析
す
る
⑤
報
告
す
る
（
活

と
な
る
「
中
小
企
業
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
作
成
し
、公
表
し
た
。

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
イ

ラ
ス
ト
や
図
版
な
ど
を
多
用

し
て
、
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組

み
方
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
も
の
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
測
定

や
省
エ
ネ
の
実
践
を
通
じ
た

経
営
力
向
上
を
目
指
す
」
た

　

２
０
１
３
年
１
月
、
環
境

省
は
、
法
的
規
制
の
あ
る
大

企
業
に
比
べ
、
地
球
温
暖
化

対
策
や
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組

み
が
遅
れ
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、
活
動
の
手
引
き

動
の
実
績
と
今
後
の
計
画
を

社
内
外
へ
発
信
）
│
│
と
な

っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、「
現
状
を
知
る
」

の
項
で
は
、
電
気
や
ガ
ス
の

請
求
書
を
見
本
で
掲
載
。
請

求
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使

用
期
間
を
確
認
し
、
使
用
量

を
把
握
す
る
こ
と
や
、
年
間

を
通
し
た
月
ご
と
の
変
化
、

前
年
と
の
比
較
、
使
用
量
が

極
端
に
多
い
月
の
抽
出
と
そ

の
理
由
の
解
明
な
ど
、
す
ぐ

に
で
も
始
め
ら
れ
る
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
方

法
に
加
え
、
メ
ー
カ
ー
、
旅

館
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
各
種
中

小
企
業
が
、
実
際
に
省
エ
ネ

活
動
を
行
っ
た
事
例
も
随
所

に
紹
介
。旅
館
の
例
で
は「
毎

月
の
全
体
朝
礼
で
、
前
年
度

と
当
年
度
の
売
上
高
、
電
力

量
・
電
力
代
、
お
客
様
１
人

当
た
り
の
売
上
高
・
電
力
代

を
、
全
従
業
員
に
発
信
し
て

い
る
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
環
境
省
で
は
、
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
同
時
に
自
治

体
の
担
当
者
向
け
に
「
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
点
検
の

手
引
き
」
も
作
成
し
た
。
い

ず
れ
の
文
書
も
、
環
境
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 で

ん
で
ん
み
と
情
報

A
ctive Life 

日
電
協

い
ば
ら
き
太
陽
光
発
電
所

Techno V
iew

　

こ
の
春
か
ら
夏
に
か
け

て
、
電
気
料
金
値
上
げ
の
動

き
が
電
力
各
社
で
本
格
的
に

始
ま
る
。
値
上
げ
の
主
な
原

因
は
、
原
子
力
発
電
所
の
停

止
に
よ
っ
て
火
力
発
電
へ
の

依
存
が
増
え
、
燃
料
費
の
負

担
が
増
加
し
た
た
め
。

　

東
京
電
力
で
は
す
で
に
、

２
０
１
２
年
９
月
か
ら
家
庭

向
け
（
規
制
部
門
）
で
８
・

46
％
、
大
口
向
け
（
自
由
化

部
門
）
で
14
・
９
％
の
値
上

げ
を
実
施
し
て
い
る
（
自
由

化
部
門
は
同
年
４
月
に
16
・

７
％
で
実
施
し
、
そ
の
後
値

上
げ
幅
を
圧
縮
）。

　

関
西
電
力
と
九
州
電
力
の

２
社
は
、
２
０
１
２
年
11
月

に
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら

の
値
上
げ
実
施
を
盛
り
込
ん

だ
申
請
書
を
政
府
に
提
出
し

た
。
関
西
電
力
で
は
、
家
庭

向
け
で
11
・
88
％
、
大
口
向

け
で
19
・
23
％
の
値
上
げ
を

要
求
。
九
州
電
力
は
、
家
庭

向
け
８
・
51
％
、
大
口
向
け

14
・
22
％
の
値
上
げ
幅
だ
。

本
記
事
の
作
成
時
（
２
０
１

３
年
３
月
10
日
現
在
）、
２

社
の
値
上
げ
申
請
に
つ
い
て

は
、
政
府
に
よ
る
審
査
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

続
く
２
０
１
３
年
２
月
に

値
上
げ
申
請
を
提
出
し
た

の
は
東
北
電
力
と
四
国
電

力
。
い
ず
れ
も
今
夏
７
月
か

ら
の
実
施
を
予
定
。
東
北
電

力
の
値
上
げ
幅
は
、
家
庭

向
け
で
11
・
41
％
、
大
口
向

け
で
17
・
74
％
。
四
国
電
力

の
値
上
げ
幅
は
、
家
庭
向
け

で
10
・
94
％
、
大
口
向
け
で

17
・
50
％
。
２
社
と
も
に
、

関
西
電
力
な
ど
と
同
様
、
現

在
、
政
府
の
審
査
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
北
海
道
電
力
も
今

夏
か
ら
の
値
上
げ
を
検
討
し

て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
現
時

点
で
は
ま
だ
値
上
げ
申
請
は

な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
で
東
日
本
大
震
災
以

降
、
10
電
力
の
う
ち
６
社

が
、
値
上
げ
の
動
き
を
み
せ

た
が
、
ほ
か
４
社
（
中
部
電

力
、
北
陸
電
力
、
中
国
電
力
、

沖
縄
電
力
）
は
、
原
発
依
存

度
が
低
い
た
め
当
面
値
上
げ

は
見
送
る
方
針
だ
。

電
気
料
金
、値
上
げ
へ

A
ll for JA

P
A
N

制
度
改
革
」
で
あ
る
。

　
「
原
子
力
発
電
」
に
関
し

て
は
、
２
０
３
０
年
代
に
原

子
力
発
電
ゼ
ロ
を
目
指
す
と

し
た
前
政
党
が
大
敗
し
、
新

政
権
で
は

新
規
の
建

設
も
認
め

る
と
大
転

換
し
、議
論
が
続
い
て
い
る
。

経
済
性
、
電
力
安
定
供
給
、

環
境
性
の
観
点
か
ら
は
電
源

ミ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
不
可
欠

な
技
術
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

安
全
性
を
十
分
確
保
し
て
か

ら
再
稼
働
に
至
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
期
に
何
が
必
要
か

新
た
な
制
度
へ
道
筋
合
意

横
山 

隆
一

早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院

教
授

　

低
炭
素
社
会

へ
の
流
れ
は
人

類
が
こ
れ
ま
で

使
用
し
て
き
た

燃
料
の
歴
史
に

沿
っ
て
い
る
と
す
る
見
方
が

あ
る
。
低
炭
素
を
字
面
ど
お

り
に
解
釈
す
れ
ば
、
炭
素
の

使
用
を
低
く
抑
え
る
こ
と
。

樹
木
を
使
う
薪
か
ら
始
ま
り

石
炭
へ
移
り
、
石
油
が
使
わ

れ
、
天
然
ガ
ス
の
環
境
性
が

広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い

う
燃
料
の
変
遷
を
炭
素
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ひ
も
解
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
。

▼
こ
れ
ら
の
燃
料
の
主
成
分

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
炭
素

と
水
素
の
化
合
物
で
あ
る
炭

化
水
素
で
あ
る
。
化
合
物
を

つ
く
る
炭
素
と
水
素
の
割
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
燃
料
に
よ

っ
て
異
な
り
、
水
素
を
１
と

し
た
場
合
の
炭
素
の
お
お
よ

そ
の
分
量
は
、
薪
で
は
10
、

石
炭
１
、
石
油
０
・
５
、
天

然
ガ
ス
０
・
25
。
新
た
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
燃
料

ほ
ど
炭
素
の
割
合
が
低
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

▼
炭
素
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
も

は
や
炭
化
水
素
で
は
な
く
水

素
だ
け
に
な
る
が
、
こ
の
水

素
は
今
後
の
開
発
や
普
及
が

期
待
さ
れ
て
い
る
燃
料
電
池

の
燃
料
だ
。
さ
ら
に
太
陽
光

や
風
力
と
い
っ
た
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
れ
ば
、
炭
素
は

も
ち
ろ
ん
水
素
な
ど
の
燃
料

そ
の
も
の
が
不
要
に
な
る
。

▼
だ
が
そ
う
し
た
低
炭
素
、

脱
炭
素
の
イ
ン
フ
ラ
が
完
成

す
る
に
は
ま
だ
長
い
時
間
が

か
か
る
。
そ
の
間
は
、
せ
め

て
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み

で
、
低
炭
素
社
会
へ
向
か
う

人
類
の
歴
史
に
歩
調
を
合
わ

せ
て
い
き
た
い
。

スマートクロック
テーマ曲

ココ（ ）にアクセス

無料配信中 !!

環 境 省

本
や
ロ
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
は
第
二
約
束
期
間
に

は
参
加
し
な
い
。
不
参
加
の

理
由
は
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国

な
ど
の
大
排
出
国
が
参
加
し

▼
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
締
約
国
会
議

　

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
は
、
１
９
９
２
年
の
地
球

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
国

際
条
約
。
大
気
中
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
濃
度
を
安
定
さ

せ
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す

る
の
が
目
的
。
そ
の
国
際
条

約
に
参
加
す
る
国
々
が
協
議

を
行
う
場
が
こ
の
会
議
。
略

称
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
コ
ッ
プ
）
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

　

１
９
９
７
年
に
京
都
で
開

か
れ
た
第
３
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）
で
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
を
義
務
づ
け
る
京

都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
た
。

な
い
枠
組
み
で
は
、
実
効
性

が
伴
わ
な
い
な
ど
と
考
え
る

た
め
。

　

ま
た
京
都
議
定
書
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
た
、
ク
リ
ー
ン

開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
：

先
進
国
が
途
上
国
に
資
金
援

助
し
て
排
出
削
減
し
た
ぶ
ん

を
、
援
助
し
た
先
進
国
側
の

削
減
量
と
み
な
す
こ
と
が
で

て
努
力
す
る
こ
と
で
合
意
。

こ
の
途
上
国
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
毎
年
１
０
０
０
億
ド
ル
を

拠
出
す
る
目
標
が
先
に
決
ま

っ
て
い
て
、
今
回
の
会
議
で

は
、
途
上
国
側
が
先
進
国
側

に
対
し
資
金
計
画
の
明
確
化

を
要
求
し
て
い
た
。

　

な
お
、
次
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
19

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ

ワ
で
開
催
さ
れ
る
。

き
る
な
ど
の
措
置
）
に
関
し

て
は
、
第
二
約
束
期
間
に
参

加
し
な
い
国
は
制
限
を
受
け

る
こ
と
も
決
め
ら
れ
た
。

　
「
途
上
国
に
対
す
る
先
進

国
の
支
援
」
は
、
２
０
１
０

〜
２
０
１
２
年
に
行
っ
て
い

た
資
金
援
助
と
同
レ
ベ
ル
の

支
援
（
短
期
資
金
と
し
て
３

３
６
億
㌦
）
を
、
２
０
１
３

〜
２
０
１
５
年
も
続
け
る
よ

う
、
先
進
国
全
体
が
継
続
し

　

２
０
１
３
年
１
月
、
環
境
省
は
２
０

１
４
年
３
月
に
神
奈
川
県
横
浜
市
の
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
、
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
第
38

回
総
会
を
開
催
す
る
と
発
表
し
た
。
日

本
で
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
総
会
が
開
か
れ
る
の
は

初
め
て
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
１
９
８
８
年
に
国
連
環

境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
と
世
界
気
象
機

関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

政
府
間
機
関
で
、
地
球
温
暖
化
に
関
す

る
評
価
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る
。
報

告
書
の
作
成
に
は
世
界
各
国
の
研
究
者

数
千
名
が
参
加
。
３
つ
の
作
業
部
会
か

ら
構
成
さ
れ
、第
１
の
作
業
部
会
は「
科

学
的
根
拠
」、
第
２
は
「
影
響
・
適
応
・

書
で
は
地
球
温
暖
化
の
原
因
を
人
間
の

活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
増
加
だ
と
ほ
ぼ
断
定
し
て
い
る
。

　

今
回
、
日
本
で
開
催
さ
れ
る
総
会
で

は
第
５
次
報
告
書
の
う
ち
の
第
２
作
業

部
会
の
ぶ
ん
が
、
来
年
３
月
25
〜
29
日

に
行
わ
れ
る
５
０
０
人
規
模
の
会
合
で

承
認
さ
れ
る
予
定
。

　

第
５
次
報
告
書
を
す
べ
て
ま
と
め
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
２
０
１
３
年
９
月

に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
る
第
36

回
総
会
で
第
１
作
業
部
会
報
告
書
、
今

脆
弱
性
」、
第
３
は
「
緩
和
策
」
を
担

当
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
１
９
９
０
年

の
第
１
次
報
告
書
を
皮
切
り
に
、
第
２

次
は
１
９
９
５
年
、
第
３
次
は
２
０
０

１
年
、
前
回
の
第
４
次
は
２
０
０
７
年

と
公
表
を
続
け
て
き
た
。
第
４
次
報
告

第
５
次
評
価
報
告
書 

承
認
へ
向
け

回
の
日
本
開

催
が
発
表
さ

れ
た
第
38
回

総
会
で
第
２

３
年
に
各
国
か
ら
の
意
見
を

募
っ
た
う
え
で
協
議
を
重

ね
、
２
０
１
４
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

20
で
各
国
の
意
見
を
も
と
に

し
た
素
案
を
作
成
、
２
０
１

５
年
５
月
ま
で
に
新
た
な
国

際
制
度
の
文
書
案
を
つ
く

り
、
同
年
末
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で

合
意
を
目
指
す
。

　
「
２
０
１
３
年
以
降
の
京

都
議
定
書
」
は
第
二
約
束
期

間
を
設
け
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
日
本
も
参
加
し
て
い
た

第
一
約
束
期
間
は
２
０
１
２

年
に
終
了
。
２
０
１
３
年
１

月
か
ら
８
年
間
の
第
二
約
束

期
間
と
な
る
。
た
だ
し
、
日

　

ド
ー
ハ
合
意
の
主
な
内
容

は
「
新
た
な
制
度
の
た
め
の

作
業
計
画
」「
２
０
１
３
年

以
降
の
京
都
議
定
書
」「
途

上
国
に
対
す
る
先
進
国
の
支

援
」
な
ど
。

　
「
新
た
な
制
度
の
た
め
の

作
業
計
画
」
は
、
前
回
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
17
で
合
意
し
た
内
容
を

受
け
た
も
の
。
２
０
２
０
年

ま
で
に
、
京
都
議
定
書
に
参

加
し
て
い
な
か
っ
た
ア
メ
リ

カ
や
中
国
な
ど
も
含
め
た
す

べ
て
の
主
要
排
出
国
に
適
用

さ
れ
る
新
た
な
制
度
を
つ
く

る
と
い
う
内
容
だ
。
今
回
決

ま
っ
た
計
画
で
は
、
２
０
１

京
都
議
定
書
は
８
年
延
長
、日
本
不
参
加

　

２
０
１
２
年
12
月
、
カ
タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
第
18
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
18
）
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

関
す
る
新
た
な
国
際
制
度
を
つ
く
る
た
め
の
協
議
日
程
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
ド
ー
ハ
気
候
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
ド
ー
ハ
合
意
）」
を
採
択
し
、
閉
幕
し
た
。

予
定
よ
り
１
日
期
間
を
延
長
し
、
協
議
は
行
わ
れ
た
。

COP18「ドーハ合意」採択

政府間パネル 日本で初開催
来年３月 横浜で IPCC総会

作
業
部
会
報
告
書
、
２
０
１
４
年
４
月

に
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
る
第
39
回
総
会

で
第
３
作
業
部
会
報
告
書
、
２
０
１
４

年
10
月
に
デ
ン
マ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る

第
40
回
総
会
で
統
合
報
告
書
が
、
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
る
予
定
。

環境政策最前線
識者COLUMN

〈
新
規
連
載
〉

　河
村
隆
一の
エ
コ
ス
タ
デ
ィ

ガ ン タ 　 マ
　 カ 　 ハ ツ
リ ン ク 　 カ
　 シ メ カ ザ
ア オ 　 ロ リ

COP18で合意された主な内容

▼ 2020年以降の新たな国際制度
2014 年の COP20 までに各国か
らの意見をもとにした素案をつくり、
2015 年 5 月までに枠組みとなる
国際制度の文書案を作成。同年末の
COP21で合意を目指す。

▼ 京都議定書の延長
2012 年で終了する第一約束期間に
続き、2013年 1月から 8年間の第
二約束期間を設ける。日本は、第一約
束期間に参加し、温室効果ガスの排出
削減義務を受けていたが、第二約束期
間には参加しない。

▼ 途上国への資金援助
先進国は 2010 ～ 2012 年の間に
336億㌦の短期資金を拠出していた
が、これと同レベルの拠出を 2013
～ 2015 年も続けていくよう努力
する。なお、2020 年までに年間
1000億㌦の資金援助をする目標は、
すでに合意されている。

電力各社の値上げ時期と上げ幅

注） 記事作成時（2013 年３月10日現在）政府
の審査結果が出されていないため、東京電力以
外は、各電力会社の申請時の数値を掲載。政府
の審査結果により変更の可能性もある。

実施時期
値上げ幅（％）

家庭向け
（規制部門）

大口向け
（自由化部門）

東京電力 2012.9～ 8.46 14.9

関西電力 2013.4～ 11.88 19.23

九州電力 〃 8.51 14.22

東北電力 2013.7～ 11.41 17.74

四国電力 〃 10.94 17.50

北海道電力 今夏の値上げを視野に入れ検討中

http://www.n-techno.co.jp/
http://econews.jp/newspaper/frontline/index.html
http://www.n-techno.co.jp/service/retail.html
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
https://www.nichidenkyo.jp/
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つ
ま
り
小
社
は
、
電
力
の
安
定
供
給

と
い
う
基
盤
か
ら
、
そ
れ
を
効
率
よ
く

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
し
て
使
用
す
る
た
め
の

省
エ
ネ
ま
で
、
現
代
社
会
に
欠
か
せ
な

い
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ト
ー
タ
ル
で
注

視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

基
盤
を
確
実
な
も
の
に
す
る
２
つ
の

事
業
。
ま
ず
は
、
受
変
電
設
備
の
保
安

管
理
に
つ
い
て
、
概
要
を
紹
介
し
て
み

た
い
。

　

受
変
電
設
備
は
、
電
力
会
社
の
送
電

線
か
ら
送
ら
れ
る
電
気
を
受
け
取
り
、

需
要
家
側
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
設

備
。
そ
う
し
た
電
気
設
備
は
、
定
期
点

検
を
通
し
て
安
全
な
電
力
供
給
が
担
保

さ
れ
る
。
基
盤
の
中
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー

に
最
も
近
い
部
分
で
あ
る
。

　

小
社
で
は
、
こ
の
電
力
安
定
供
給
の

基
盤
と
な
る
設
備
の
維
持
管
理
を
推
進

し
、
さ
ら
に
、
不
測
の
事
態
に
も
、
24

時
間
監
視
に
よ
る
敏
速
な
復
旧
に
努
め

て
い
る
。

　

そ
の
事
業
を
支
え
て
い
る
の
は
、
日

本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
（
以
下
、

日
電
協
）
に
属
し
て
い
る
全
国
８
２
５

名
の
電
気
管
理
技
術
者
お
よ
び
小
社
保

安
部
だ
。
彼
ら
は
、
最
新
技
術
の
習
得

と
安
全
技
術
研
修
を
繰
り
返
し
行
っ
て

い
る
。
隔
月
で
全
国
各
地
の
グ
ル
ー
プ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
に
集
合
し
、
情
報

交
換
を
し
合
い
、
不
測
の
事
態
に
も
対

応
で
き
る
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い

る
。

　

こ
の
日
電
協
の
所
属
会
員
は
、
一
人

ひ
と
り
の
個
人
事
業
主
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
通
常
な
ら
ば
、
個
人
事
業
主
の

集
ま
り
で
は
、
組
織
的
な
活
動
が
し
に

く
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
電
協
で
は

そ
の
常
識
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
全
国

36
拠
点
あ
る
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
内
部
の

協
力
体
制
が
築
か
れ
、
日
電
協
全
体
の

協
会
運
営
も
小
社
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

手
を
緩
め
ず
に
行
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

そ
う
し
た
活
動
は
、
特
に
緊
急
時
の

迅
速
で
的
確
な
対
応
に
な
っ
て
表
れ

る
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
に
も
い
か

さ
れ
る
。
例
え
ば
、
台
風
に
よ
る
大
雨

の
と
き
に
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
数
人
の

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当

す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
電
気
設
備
を
巡
回
す

る
と
い
っ
た
対
応
を
自
主
的
に
行
い
チ

ー
ム
で
助
け
合
い
な
が
ら
安
全
を
確
認

し
て
い
く
の
だ
。

　
「
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
各
ユ
ー

ザ
ー
の
電

気
設
備
の

安
全
と

安
心
を
導

く
」。
こ

の
事
業
に

携
わ
る
技

術
者
は
全
員
、
そ
う
し
た
意
識
を
持
っ

て
い
る
。
小
社
は
、
そ
の
気
持
ち
を
大

切
に
す
る
た
め
に
も
、
よ
り
精
度
の
高

い
監
視
装
置
を
電
気
設
備
に
設
置
し
、

的
確
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
で
保

安
管
理
業
務
を
支
え
て
い
る
。

　

次
に
「
電
力
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
基
盤
を
確
保
す
る
た

め
の
も
う
一
つ
の
事
業「
電
力
小
売
り
」

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

昨
夏
、
小
社
は
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
に

出
力
11
万
㌔
㍗
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に
よ

る
発
電
所
「
日
本
テ
ク
ノ
袖
ケ
浦
グ
リ

ー
ン
パ
ワ
ー
」
を
始
動
さ
せ
た
。
東
日

本
大
震
災
後
、
新
規
発
電
所
の
建
設
を

い
ち
早
く
決
断
し
、
電
力
需
要
の
増
加

す
る
夏
季
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
う
し
て
電
力
小
売
り
事
業
で

は
、
卸
電
力
の
取
引
市
場
や
他
の
発
電

事
業
者
な
ど
か
ら
仕
入
れ
る
も
の
に
加

え
、
自
社
発
電
所
の
電
力
が
追
加
さ
れ

た
こ
と
で
、
安
定
供
給
の
体
制
が
よ
り

強
固
な
も
の
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
今
春
に
は
、
１
０
０
％
子
会

社
の
日
本
テ
ク
ノ
パ
ワ
ー
が
運
営
す
る

「
い
ば
ら
き
太
陽
光
発
電
所
」
も
始
動
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
、
環
境

へ
の
配
慮
も
よ
り
強
く
な
る
。

　

テ
ク
ノ
ズ
・
シ
ン
キ
ン
グ
│
│
。
小

社
が
考
え
て
い
る
の
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
電
気
を
、
安
定
的
に
送
り
届
け
、

安
全
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る
環
境
を

整
え
、
そ
の
う
え
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無

駄
な
く
使
う
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
続
け

る
こ
と
。そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」「
受

変
電
設
備
の
保
安
管
理
」「
自
社
発
電

所
な
ど
に
よ
る
電
力
小
売
り
」
の
３
つ

の
柱
は
い
ず
れ
も
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
の
地
の
特
産
品
を
い
か
し

た
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
づ
く
り

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
、
模
倣
品
な

ど
か
ら
守
り
、
地
域
経
済
の
強

化
を
図
る
な
ど
の
目
的
で
つ
く

ら
れ
た
の
が
「
地
域
団
体
商
標

制
度
」だ
。「
地
域
名
＋
商
品
名
」

と
い
う
、
い
わ
ば
地
域
ブ
ラ
ン

ド
名
を
商
標
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
。

　

地
域
団
体
商
標
に
は
「
明
石

鯛
」
や
「
広
島
か
き
」「
飛
騨

牛
乳
」「
草
加
せ
ん
べ
い
」
な

ど
の
食
品
は
も
ち
ろ
ん
、「
吉

野
杉
」「
輪
島
塗
」「
有
馬
温
泉
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
品
や
サ

ー
ビ
ス
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

登
録
さ
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド

に
は
、
自
然
や
風
土
、
歴
史
や

文
化
と
関
連
性
が
深
く
、
地
域

へ
の
愛
着
に
よ
る
息
の
長
い
取

り
組
み
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
埼
玉

県
の
「
西
川
材
」。「
西
川
」
は

正
式
な
地
名
で
は
な
い
。
江
戸

時
代
、
木
材
の
消
費
地
だ
っ
た

江
戸
の
人
た
ち
か
ら
「
川
の
西

の
ほ
う
か
ら
流
さ
れ
て
く
る
木

材
」
と
い
う
意
味
で
「
西
川
材
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

江
戸
の
昔
か
ら
あ
る
育
林
技
術

を
受
け
継
ぐ
優
良
材
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
伝
統
と
と

も
に
ブ
ラ
ン
ド
化
に
欠
か
せ
な

い
の
が
持
続
可
能
（
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
）
な
視
点
だ
ろ
う
。
生

産
基
準
や
出
荷
基
準
な
ど
体
制

を
整
備
で
き
る
地
域
の
企
業
や

団
体
の
協
力
も
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
変
化
し
て
い
く
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研
究
や
改

共
通
す
る
一
つ
の
思
い
が
導
い
た

事
業
の
中
心
を
な
す
三
つ
の
柱
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その地に受け継がれる宝物「地域ブランド」

良
、
自
然
の
再
生
力
や
循
環
型

社
会
を
考
え
た
生
産
調
整
も
必

要
だ
。
つ
ま
り
、
地
域
に
根
ざ

し
た
産
品
を
将
来
へ
持
続
さ
せ

る
と
い
う
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
の

考
え
方
で
あ
る
。

　

こ
の
地
域
団
体
商
標
に
２
０

１
２
年
４
月
、
５
０
０
件
目
と

な
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
登
録
さ

れ
た
。
宮
城
県
の
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会
が
申
請
し
た

「
仙
台
い
ち
ご
」。
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
津
波
で
主
産
地
で
あ

る
亘
理
地
区
の
95
％
が
被
害
を

受
け
て
い
た
が
、
記
念
す
べ
き

５
０
０
号
の
登
録
を
受
け
た
こ

と
で
復
興
へ
の
励
み
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

消
費
者
の
私
た
ち
は
、
昔
か

ら
あ
る
日
本
の
食
や
モ
ノ
、
文

化
や
環
境
を
愛
し
、
自
国
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
向
き
合
え
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
全
国
で
登
録
さ
れ

て
い
る
地
域
団
体
商
標
は
５
１

９
件
（
２
０
１
２
年
11
月
30
日

現
在
）。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
て
み
る
の
も
よ

い
か
も
し
れ
な
い
。

　

２
０
１
３
年
１
月
に
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た

「
水
銀
条
約
政
府
間
交
渉
委
員

会
第
５
回
会
合
」
で
、
10
月
に

採
択
さ
れ
る
予
定
の
条
約
案
が

合
意
さ
れ
た
。

　

健
康
や
環
境
へ
の
悪
影
響
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
水
銀
の
リ
ス

ク
を
低
減
す
る
た
め
、
法
的
拘

束
力
の
あ
る
国
際
的
な
取
り
決

め
を
定
め
る
も
の
。
水
銀
の
生

産
や
製
品
へ
の
使
用
、輸
出
入
、

排
出
な
ど
が
条
約
に
よ
っ
て
規

制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え

ば
、
水
銀
を
一
定
量
以
上
含
む

蛍
光
灯
や
石
け
ん
、
体
温
計
、

血
圧
計
な
ど
の
製
品
を
製
造
し

た
り
輸
出
入
し
た
り
す
る
こ
と

参
加
し
て
き
た
。
今
回
の
会
合

で
は
条
約
案
の
合
意
が
得
ら
れ

た
あ
と
、
採
択
・
署
名
の
た
め

の
外
交
会
議
と
関
連
会
合
を
２

０
１
３
年
10
月
に
、
熊
本
市
お

よ
び
水
俣
市
で
開
催
し
た
い
と

呼
び
掛
け
た
。
そ
れ
を
受
け
た

議
長
が
条
約
の
名
称
を
「
水
銀

に
関
す
る
水
俣
条
約
」
に
す
る

こ
と
を
提
案
。
発
議
さ
れ
た
会

　
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
」「
受
変
電
設
備
の
保
安
管
理
」「
自

社
発
電
所
な
ど
に
よ
る
電
力
小
売
り
」。

こ
れ
は
、
日
本
テ
ク
ノ
が
展
開
す
る
事

業
の
中
心
を
な
す
３
つ
の
柱
で
あ
る
。

　
「
省
エ
ネ
」
に
つ
い
て
は
、
地
球
環

境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
社
会
的
に
も

強
く
要
請
さ
れ
る
事
業
だ
。
こ
の
欄
で

も
何
度
と
な
く
小
社
の
考
え
る
省
エ
ネ

の
あ
り
方
を
紹
介
し
て
き
た
。
だ
が
そ

の
省
エ
ネ
を
実
践
す
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
も
の
が
あ
る
。「
電
力
が
安
定
的

に
供
給
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
基
盤
が

築
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

揺
る
ぎ
な
い
基
盤
を
確
保
す
る
。
実

は
、
そ
れ
を
行
う
事
業
が
、
残
る
２
つ

の
柱
で
あ
る
「
受
変
電
設
備
の
保
安
管

理
」
と
「
電
力
小
売
り
」
で
あ
る
。

議
の
開
催
地
お
よ
び
条
約
名

は
、
全
会
一
致
で
決
定
の
運
び

と
な
っ
た
。

　

条
約
の
前
文
に
も
、
水
銀
汚

染
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

水
俣
病
の
健
康
被
害
や
環
境
汚

染
を
教
訓
に
す
る
旨
の
文
章
が

記
さ
れ
、
水
銀
の
適
切
な
管
理

の
必
要
性
や
同
じ
よ
う
な
公
害

問
題
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
な
ど

が
う
た
わ
れ
た
。

　

条
約
は
50
カ
国
が
批
准
し
た

の
ち
90
日
後
に
発
効
す
る
。

が
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
原
則

禁
止
さ
れ
る
。

　

日
本
は
、
水
銀
汚
染
に
よ
る

水
俣
病
の
経
験
を
踏
ま
え
、
条

約
案
形
成
の
議
論
に
積
極
的
に

と
し
た
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
循
環
型

社
会
」
に
対
応
す
る
新
し
い
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
教
育
を
始
動
さ
せ
た
。

　

取
り
組
み
の
一
つ
が
「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
制
作
実

習
の
授
業
で
出
た
「
あ
ま
り
布
」

を
校
内
の
６
カ
所
に
設
置
し
て
あ

る
古
着
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
。
Ｔ
シ

ャ
ツ
な
ど
綿
製
品
は
分
解
し
て
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
に
変
わ

る
。
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
は
「
都

心
で
感
じ
る
再
生
」
を
テ
ー
マ
に

学
校
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

こ
の
燃
料
で
点
灯
さ
せ
、
リ
サ
イ

ク
ル
意
識
を
学
内
外
に
啓
発
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
綿
製
品
以
外
の
毛
糸
な

ど
の
素
材
は
細
か
く
切
断
、
解
き

ほ
ぐ
し
て
反
毛
と
呼
ば
れ
る
繊
維

に
再
生
し
て
、
学
生
の
作
品
づ
く

り
の
材
料
に
す
る
。
通
常
は
専
門

業
者
に
依
頼
す
る
反
毛
の
加
工
だ

が
、
こ
こ
で
は
文
科
省
の
補
助
金

を
利
用
し
て
反
毛
機
を
学
内
に
設

置
。
反
毛
機
の
外
面
の
一
部
は
透

明
な
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
し
、

製
造
工
程
を
実
際
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
も
し
た
。

　

同
推
進
室
・
副
室
長
の
江
戸
克

栄
准
教
授
は
「
反
毛
自
体
を
知
ら

な
か
っ
た
学
生
も
い
ま
す
。
実
際

に
見
て
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
と
こ

ろ
か
ら
環
境
や
エ
コ
へ
の
理
解
が

始
ま
る
」
と
話
す
。
で
き
上
が
っ

た
反
毛
を
手
に

す
る
こ
と
で
、

創
作
意
欲
や
デ

ザ
イ
ン
の
新
し

い
ア
イ
デ
ア
も

生
ま
れ
て
く
る

よ
う
だ
。

　

現
在
日
本
で

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
ア
ル
ミ
缶

の
リ
サ
イ
ク
ル

率
が
80
％
を
超
え
、
定
期
的
な
回

収
や
分
別
な
ど
の
仕
組
み
も
定
着

し
て
い
る
。
一
方
で
衣
料
品
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
い
ま
だ
10
％
ほ
ど

と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
調
べ
）。「
海
外
に

目
を
向
け
る
と
、
近
隣
の
韓
国
や

台
湾
な
ど
で
は
街
角
に
衣
類
回
収

ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
や
反
毛

な
ど
、
日
本
に
も
高
い
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
は
あ
る
の
で
す
が
、
本
当

に
大
切
な
の
は
、
そ
れ
に
伴
う
意

衣料品のリサイクル率を知っている？

目指すはファッションエコ推進大学

【
第
九
回
】

　文
化
学
園
大
学

シリーズ

　

東
京
都
渋
谷
区
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
持
つ
文
化
学
園
大
学
は
、「
新

し
い
美
と
文
化
の
創
造
」
を
建
学

の
精
神
に
掲
げ
１
９
５
０
年
に
開

校
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ

ン
分
野
の
大
学
。
２
０
１
１
年
、

文
化
女
子
大
学
か
ら
の
校
名
変
更

に
伴
い
、
さ
ら
な
る
専
門
教
育
の

充
実
を
目
指
し
て
新
コ
ー
ス
を
開

設
し
、
男
女
共
学
校
と
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

10月 熊本の国際会議で
健康と環境へのリスク低減目指す

水
銀
規
制
「
水
俣
条
約
」
採
択

り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
の
「
成
長
力
強
化
、
省
エ

　

２
０
１
２
年
度
補
正
予
算

は
国
会
審
議
が
続
い
て
い
る

２
０
１
３
年
度
予
算
と
一
体

化
し
て
「
15
カ
月
予
算
」
と

呼
ば
れ
る
。
補
正
予
算
の
総

額
は
13
兆
１
０
５
４
億
円
。

規
模
は
過
去
２
番
目
に
大
き

い
。「
復
興
・
防
災
対
策
」「
成

長
に
よ
る
富
の
創
出
」「
暮

ら
し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
」

の
３
つ
の
柱
で
「
日
本
経
済

再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対

策
」
に
取
り
組
む
内
容
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
対
策

へ
の
予
算
は
主
に
「
成
長
に

よ
る
富
の
創
出
」
の
中
に
盛

環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
に
3000
億
円
規
模

　

２
０
１
３
年
２
月
、
緊
急
経
済
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
２

０
１
２
年
度
の
補
正
予
算
案
が
国
会
を
通
過
し
、
成
立
し

た
。
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
に
３
０
０
０
億
円
規
模
の

額
を
割
り
振
っ
て
い
る
。

「成長力強化、省エネ・再エネ促進等のため
の設備投資等の促進」で示された主な項目

ネ
・
再
エ
ネ
促
進
等
の
た
め

の
設
備
投
資
等
の
促
進
」
に

あ
て
ら
れ
た
予
算
は
３
３
６

２
億
円
。
こ
の
中
の
２
０
０

０
億
円
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

原
材
料
の
効
率
性
を
高
め
る

最
新
設
備
な
ど
の
導
入
支
援

に
向
け
ら
れ
、
融
資
や
費
用

の
補
助
が
実
施
さ
れ
る
。

　

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
排
出
し
な
い

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
普

及
も
後
押
し
す
る
。
Ｅ
Ｖ
や

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
に
必
要
な
充
電
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
の
た
め
約
１
０
０
０

億
円
を
充
当
。
高
速
道
路
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
幹
線
道

路
沿
い
の
商
業
施
設
な
ど
が

充
電
設
備
を
設
置
す
る
際
、

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
予
算
項
目
に

は
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た

め
の
蓄
電
池
制
御
等
実
証
事

業
、
環
境
関
連
投
資
促
進
税

制
の
拡
充
、
建
物
の
省
エ
ネ

改
修
の
促
進
、
ス
マ
ー
ト
マ

ン
シ
ョ
ン
導
入
加
速
化
推
進

事
業
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
導
入
促
進
な
ど
が
あ
る
。

　

予
算
の
目
的
に
は
、
日
本

の
産
業
競
争
力
を
強
化
す
る

こ
と
や
、
低
炭
素
社
会
を
創

出
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
。

２
０
１
３
年
度
と
の
一
体
予
算
成
立

　

文
化
学
園
大
学
服
装
学
部
が
環

境
教
育
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は

３
年
前
。
文
部
科
学
省
の
進
め
る

大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業

の
選
定
を
受
け
て
、
服
装
学
部
Ｕ

Ｓ
Ｒ
推
進
室
を
立
ち
上
げ
た
。
Ｕ

Ｓ
Ｒ
と
は
「University Social 

Responsibility

（
大
学
の
社
会
的

責
任
）」
の
略
。

　

こ
れ
ま
で
の
服
装
学
部
で
は
新

し
い
服
を
つ
く
る
こ
と
が
優
先
さ

れ
、
つ
く
っ
た
服
の
役
割
や
着
用

後
の
服
が
ど
う
な
る
の
か
、
そ
の

循
環
や
仕
組
み
が
注
目
さ
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
日
本

で
唯
一
、
服
装
学
部
を
持
つ
同
大

学
。
長
年
に
わ
た
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
教
育
の
最
先
端
を
歩
み
、
業
界

に
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た

大
学
の
責
任
と
し
て
、
同
推
進
室

が
核
と
な
り
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心

2012年度補正予算

eco topicseco topics
２
０
１
２
年
９
月
は
最
高
気
温

　

２
０
１
３
年
２
月
、
気
象
庁
は
２

０
１
２
年
の
世
界
と
日
本
の
年
平
均

気
温
を
発
表
し
た
。こ
れ
に
よ
る
と
、

世
界
の
年
平
均
気
温
は
平
年
を
０
・

14
℃
上
回
り
、
統
計
開
始
以
来
８
番

目
に
高
い
値
と
な
っ
た
。
同
様
に
日

本
の
年
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
０
・

06
℃
高
く
、
20
番
目
に
高
か
っ
た
。

　

ま
た
月
別
の
平
均
気
温
で
は
、
９

月
が
世
界
で
０
・
25
℃
、
日
本
で
１
・

92
℃
そ
れ
ぞ
れ
高
く
な
り
、
い
ず
れ

も
統
計
開
始
以
来
、
最
高
の
気
温
に

な
っ
た
。
近
年
の
世
界
と
日
本
の
年

平
均
気
温
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
特

に
１
９
９
０
年
代
を
境
に
高
温
の
年

が
増
加
し
て
い
る
。
気
象
庁
で
は
そ

の
要
因
を
、
温
室
効
果
ガ
ス
増
加
に

よ
る
地
球
温
暖
化
と
、
数
年
か
ら
数

十
年
の
サ
イ
ク
ル
で
繰
り
返
さ
れ
る

自
然
変
動
の
影
響
と
み
て
い
る
。

バ
イ
オ
燃
料
、
排
出
枠
に
承
認

　

中
小
企
業
が
排
出
削
減
し
た
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
量
を
、
大
企

業
が
買
い
取
る
な
ど
し
て
自
社
の
削

減
目
標
に
活
用
で
き
る
「
国
内
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
」。
こ
の
制
度
に
利
用

で
き
る
削
減
方
法
の
中
に
、「
ガ
ソ

リ
ン
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
へ
の

切
り
替
え
」
が
加
わ
っ
た
と
、
２
０

１
２
年
12
月
、
農
林
水
産
省
が
発
表

し
た
。
先
に
開
か
れ
た
国
内
ク
レ
ジ

ッ
ト
認
証
委
員
会
が
承
認
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
バ
イ
オ
燃
料
を
製

造
・
導
入
し
た
中
小
企
業
は
、
相
当

分
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
を
譲
渡
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
農
水
省
で
は
、
同

制
度
の
利
用
を
促
し
、
バ
イ
オ
燃
料

の
導
入
を
後
押
し
し
て
い
く
。

衛
星
観
測
で
誤
差
４
割
減

　

２
０
１
２
年
12
月
、
環
境
省
と
国

立
環
境
研
究
所
、
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星
「
い
ぶ
き
」

の
観
測
デ
ー
タ
に
よ
る
推
定
値
を
公

表
し
、
そ
の
値
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も

最
大
40
％
程
度
、
誤
差
軽
減
さ
れ
て

い
る
と
発
表
し
た
。

　

公
表
し
た
の
は
２
０
０
９
年
６
月

〜
２
０
１
０
年
５
月
の
１
年
間
に
お

け
る
地
球
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）

吸
収
排
出
量
（
正
味
収
支
）。
衛
星

の
デ
ー
タ
と
地
上
観
測
点
の
デ
ー
タ

を
用
い
て
推
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

地
上
観
測
デ
ー
タ
の
み
で
推
定
さ
れ

て
い
た
が
、
い
ぶ
き
の
観
測
デ
ー
タ

が
加
わ
り
精
度
が
増
し
た
。
ち
な
み

に
、
い
ぶ
き
は
世
界
初
で
唯
一
の
温

室
効
果
ガ
ス
観
測
専
用
の
衛
星
。

２
０
１
１
年
度
の
排
出
量　
基
準
年
比
３・６
％
増

　

２
０
１
２
年
12
月
、
環
境
省
は
２

０
１
１
年
度
の
日
本
の
温
室
効
果
ガ

ス
総
排
出
量
を
ま
と
め
た
速
報
値
を

発
表
し
た
（
確
定
値
は
２
０
１
３
年

４
月
発
表
予
定
）。

　

集
計
さ
れ
た
総
排
出
量
は
13
億
７

０
０
万
㌧
。
２
０
１
０
年
度
の
12
億

５
８
０
０
万
㌧
に
比
べ
３
・
９
％（
４

９
０
０
万
㌧
）
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
京
都
議
定
書
の
基
準
年
（
原
則
１

９
９
０
年
度
）
と
比
較
し
て
も
３
・

６
％
（
４
６
０
０
万
㌧
）
の
増
加
と

な
っ
た
。

　

増
加
の
原
因
に
は
、
原
発
事
故
の

影
響
で
火
力
発
電
が
増
加
し
、
化
石

燃
料
の
消
費
量
が
増
え
た
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
増
加
量
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
生
産
量
が

減
っ
た
製
造
業
の
マ
イ
ナ
ス
ぶ
ん
を

上
回
っ
た
。

　

基
準
年
比
６
％
削
減
を
義
務
づ
け

た
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
は

２
０
０
８
〜
２
０
１
２
年
度
の
５

年
。
今
回
の
集
計
で
４
年
間
の
総
排

出
量
が
計
算
で
き
る
が
、
そ
の
平
均

は
森
林
吸
収
量
や
排
出
量
取
引
を
加

味
す
る
と
基
準
年
比
マ
イ
ナ
ス
９
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。

学内の6カ所に設置された回収ボックスは、デザ
イン性が重視されており、学生の興味づけにもつ
ながっている。「利用したいと思わせるような回収
ボックス」が必要と服装学部ＵＳＲ推進室の江戸
准教授はいう。なお、中央の椅子は回収したあま
り布からできた反毛を利用してつくったもの。

1. 産業競争力強化、省エネ・再エネ促進等
のための投資促進
▼円高・エネルギー制約対策のための先端
設備等投資促進事業（経産省）

▼再生可能エネルギー導入のための蓄電池
制御等実証事業（環境省） 

▼国内への設備投資を後押しするための税
制措置（経産省）

▼環境関連投資促進税制の拡充（経産省他）

2.まちづくり・交通分野におけるエネルギー・
環境問題への対応
▼住宅・建築物の省エネ改修等の促進（国交省）
▼スマートマンション導入加速化推進事業（経産省）
▼次世代自動車充電インフラ整備促進事業
（経産省）
▼超小型モビリティの導入促進（国交省）

反
毛
機
。
丸
窓
の
部
分
は
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
で
き
て
お
り
、
製
造
工

程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

識
や
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
な
の
で

す
」
と
江
戸
准
教
授
。

　

３
年
に
わ
た
る
取
り
組
み
の
な

か
で
、
学
生
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。
今

後
も
継
続
さ
れ
て
い
く
環
境
教
育

が
、
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
を
担

う
新
し
い
世
代
を
育
て
て
い
く
だ

ろ
う
。
目
指
す
は
誰
も
が
認
め
る

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
コ
推
進
大
学
・

文
化
学
園
大
学
」。
そ
の
先
に「
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
コ
推
進
国
・
日
本
」

も
見
え
て
く
る
。

http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/index.html
http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
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け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
環
境
負

荷
が
か
か
る
の
か
、
ま
ず
は
そ
の
事
実

を
調
査
し
ま
し
た
」
と
話
す
。「
カ
ー

ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
原
料
調
達
か

ら
廃
棄
に
至
る
〝
商
品
の
一
生
〞
を
通

じ
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
算
出

し
、
消
費
者
な
ど
に
明
示
す
る
も
の
）」

と
い
う
概
念
が
ま
だ
盛
ん
で
は
な
い
こ

ろ
か
ら
、
製
造
に
か
か
る
温
室
効
果
ガ

ス
を
明
確
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
規
模
の
大
き
さ

ゆ
え
算
出
範
囲
は
膨
大
に
な
る
。
集
計

は
困
難
を
極
め
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
士
の
資
格
を
持
つ
社
員
が
中
心
と
な

　

１
９
９
８
年
８
月
、
日
本
ハ
ム
グ
ル

ー
プ
は
環
境
に
対
す
る
基
本
的
な
方
針

「
環
境
憲
章
」
を
定
め
た
。
そ
の
後
、

こ
の
環
境
憲
章
を
見
直
し
、「
日
本
ハ

ム
グ
ル
ー
プ
環
境
方
針
」を
策
定
。「
自

然
の
恵
み
へ
の
感
謝
」「
環
境
と
調
和

の
と
れ
た
企
業
活
動
」
と
い
っ
た
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
。

　

社
会
・
環
境
室
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
河

﨑
律
宏
さ
ん
は
「
活
動
開
始
に
あ
た
り

数
値
目
標
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
食
品
を
製
造
す
る
工
程
に
ど
れ
だ

っ
て
活
動
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
た
。
作

業
開
始
当
初
は
途
方
も
な
い
作
業
に
思

え
た
が
、
そ
れ
で
も
、
掲
げ
た
環
境
方

針
に
向
か
い
光
は
見
失
わ
な
か
っ
た
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

や
が
て
地
道
な
活
動
が
実
り
を
迎
え

る
。
グ
ル
ー
プ
独
自
の
環
境
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ハ
ー
ト 

」
が
開

発
さ
れ
た
の
だ
。
２
０
０
５
年
度
か
ら

は
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ハ
ー
ト 

」
を
使
い
、
主

に
国
内
の
全
事
業
所
を
対
象
に
事
業
活

動
に
お
け
る
水
、
電
力
、
ガ
ス
の
使
用

量
、
生
産
数
量
、
廃
棄
物
排
出
な
ど
が

す
べ
て
集
約
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

report─ on the Eco Spot

　

富
山
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
日
本
海

側
有
数
の
中
核
都
市
と
し
て
、
ま
た
県
庁

所
在
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
富
山
市
。

２
０
０
５
年
、
７
つ
の
市
町
村
が
合
併
し

新
・
富
山
市
と
な
り
、
県
庁
所
在
地
の
中

で
は
全
国
２
番
目
の
総
面
積
と
な
っ
た
。

人
口
は
富
山
県
全
体
の
約
４
割
を
占
め
、

海
抜
０
㍍
か
ら
２
９
８
６
㍍
ま
で
の
多
様

な
地
形
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
広
大
な
面
積
と
、
富
山

市
民
の
持
ち
家
志
向
の
高
さ
か
ら
市
街
地

は
薄
く
広
く
拡
大
し
、
そ
の
結
果
、
自
動

車
に
依
存
し
た
街
と
な
っ
た
。
富
山
県
の

　

良
質
な
食
品
を
届
け
、
国
民
の
健
や

か
な
暮
ら
し
を
応
援
す
る
日
本
ハ
ム 

株
式
会
社
。
そ
の
一
方
で
、
地
球
の
限

り
あ
る
資
源
を
守
る
た
め
積
極
的
な
活

動
も
行
っ
て
い
る
。

　

工
場
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
や

商
品
を
輸
送
す
る
際
の
燃
料
な
ど
を

「
見
え
る
化
」
し
て
、環
境
負
荷
の
「
減

ら
す
化
」
に
向
け
て
取
り
組
む
同
社
の

エ
コ
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
よ
う
。

次世代路面電車
コンパクトシティを快走

世
帯
当
た
り
の
乗
用
車
保
有
台
数
は
１
・

72
台
と
全
国
第
２
位
。
市
内
の
交
通
手
段

も
自
動
車
が
圧
倒
的
な
数
を
占
め
た
。

　

自
動
車
へ
の
過
度
な
依
存
は
、
公
共
交

通
の
衰
退
を
招
き
、
路
線
バ
ス
や
鉄
道
な

ど
の
利
用
者
は
大
幅
に
減
少
、
高
齢
者
や

自
動
車
を
運
転
し
な
い
人
に
は
住
み
に
く

い
街
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
然
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出
量
も
増
加
し

て
い
っ
た
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
富
山
市

は
世
界
に
先
駆
け
た
「
低
炭
素
社
会
」
へ

の
転
換
を
進
め
、
都
市
や
交
通
の
あ
り
方

を
根
本
的
に
変
え
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

富
山
市
が
目
指
し
た
の
は
、「
公
共
交

通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
」。
拡
散
し
た
都
市
機
能
や
住

宅
地
を
集
積
し
、
公
共
交
通
を
活
性
化
さ

せ
る
。自
動
車
依
存
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
に
つ
な
げ
る
│
│
。

　

そ
う
し
た
基
本
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た

の
と
同
じ
こ
ろ
、
富
山
駅
の
大
規
模
改
修

工
事
に
向
け
た
着
工
準
備
も
進
め
ら
れ
て

い
る
最
中
だ
っ
た
。
２
０
１
５
年
春
に
北

陸
新
幹
線
が
金
沢
ま
で
延
伸
す
る
の
に
伴

う
事
業
で
、
当
初
は
新
幹
線
と
併
せ
て
既

存
の
在
来
線
も
一
緒
に
ホ
ー
ム
の
高
架
化

を
す
る
予
定
だ
っ
た
。
だ
が
、
在
来
線
の

一
つ
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
は
、
乗
客
の
減
少
が

続
き
、そ
の
存
続
の
可
否
も
検
討
の
対
象
。

そ
れ
な
ら
ば
、
多
額
な
費
用
を
か
け
て
ホ

ー
ム
を
移
設
す
る
よ
り
、
新
し
い
公
共
交

通
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
、
利
便
性
の
向

上
を
図
る
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
ん
な
議
論
の
末
に
誕
生
し
た
の
が
、

全
国
初
の
本
格
的
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
（
愛
称
：

ポ
ー
ト
ラ
ム
）
で
あ
る
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
は
、

〝Light Rail Transit

〞
の
略
で
、〝
次
世

代
型
の
路
面
電
車
〞
と
も
訳
さ
れ
る
。
車

両
の
低
床
化
や
、
停
留
所
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
な
ど
が
施
さ
れ
、
高
齢
者
に
も
優
し

い
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

開
通
に
際
し
て
は
、
停
留
所
の
増
設
、

運
行
本
数
の
増
便
も
な
さ
れ
た
。
今
で
は

Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
時
代
と
比
べ
、
利
用
者
は

平
日
で
約
２
・
１
倍
、
休
日
で
は
約
３
・

６
倍
に
も
な
る
。
ま
た
利
用
者
の
約
12
％

は
自
動
車
か
ら
転
換
し
た
乗
客
だ
っ
た
。

環境モデル都市
二酸化炭素排出を抑えた
「低炭素社会」の実現に向
けて、温室効果ガスの大
幅削減などへの取り組み
を行うモデル都市。現在
13 の自治体が選定され
ている。

▼富山市ライトレール「ポートラム」。

富
山
県
富
山
市

探 訪
02環境モデル都市

活動の源泉は「生命への感謝」
商
品
の一生
で
排
出
量
を
算
出

環境活動を推進する企業の物語

第２話　日本ハム 株式会社

● 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン 

環
境
都
市
探

訪
」
で
は
、
富
山
編
の
編
集
後
記
を
は
じ

め
、
新
聞
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
都
市

も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

U
R
L

◎http://econew
s.jp/city/

　
「
本
書
は
、
初
級
者
だ
け
に

向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
中
級
ぐ
ら
い
ま
で
後
押
し

で
き
る
専
門
知
識
も
含
ん
だ
本

と
お
考
え
く
だ
さ
い
」（
５
ペ

ー
ジ
）
と
序
文
に
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
ふ
だ
ん
か
ら
新

聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
環
境
問

題
に
接
し
て
い
る
学
生
や
社
会

人
で
あ
れ
ば
、
気
構
え
な
く
読

み
進
め
ら
れ
る
。
日
ご
ろ
気
に

と
め
る
こ
と
も
な
く
、
聞
き
流

し
て
い
た
環
境
に
関
す
る
用
語

や
知
識
に
つ
い
て
、
少
し
掘
り

下
げ
て
み
た
い
と
考
え
る
人
に

は
最
適
の
１
冊
。

　

聞
き
慣
れ
な
い
用
語
に
は
脚

注
の
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い

て
、
ほ
と
ん
ど
の
用
語
は
巻
末

の
索
引
か
ら
引
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
を
活
用
す
れ
ば
、
環

境
用
語
辞
典
と
し
て
も
使
え
る

だ
ろ
う
。

　

本
書
の
大
半
は
、
環
境
問
題

に
つ
い
て
の
情
報
を
客
観
的
に

解
説
し
て
い
る
。
だ
が
、
単
に

客
観
的
な
記
述
を
並
べ
る
だ
け

で
な
く
、
著
者
の
環
境
問
題
に

対
す
る
真
摯
な
思
い
も
随
所
に

う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
押
し
つ

け
が
ま
し
く
な
く
、
提
案
と
し

て
や
わ
ら
か
に
受
け
止
め
ら
れ

る
内
容
だ
。
例
え
ば
「
解
は
一

つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
方
法
も

一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
は
科
学
者
だ
け
で
な
く
、

誰
も
が
新
し
い
思
考
領
域
の
開

拓
を
目
指
す
べ
き
時
代
で
す
」

（
２
１
２
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
よ

う
な
間
口
の
広
い
提
言
だ
。

ポケット図解 最新 環境問題の基本がわかる本［第２版］
門脇 仁 著

やわらかく環境意識を喚起、用語辞典としても

（秀和システム　1,200円＋税）
かどわき ひとし　1961 年生まれ。環境問題と
生態学史が専門の著述家、翻訳家。慶應義塾大
学仏文科卒業。パリ第８大学大学院応用人間生
態学上級研究課程修了。著書は『動き出す「逆
モノづくり」』『エコロジーの歴史』など多数。

目
論
見
の
と
お
り
環
境
負
荷
の
軽
減
は
果

た
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
沿
線
の

観
光
施
設
な
ど
に
は
入
館
者
が
増
え
、
沿

線
の
新
規
住
宅
着
工
数
も
増
加
。
街
の
活

性
化
が
促
さ
れ
て
い
る
。

　

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
、
富
山
駅
の
北

側
を
起
点
と
し
日
本
海
沿
岸
部
の
岩
瀬
浜

ま
で
を
走
行
す
る
が
、
富
山
駅
南
側
に
も

別
の
路
面
電
車
が
走
っ
て
い
る
。
富
山
地

方
鉄
道
の
路
線（
愛
称
：
セ
ン
ト
ラ
ム
）だ
。

中
心
部
で
の
環
状
線
化
が
実
現
し
た
こ
の

路
線
で
も
低
床
化
し
た
車
体
を
導
入
し
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
北
陸
新

幹
線
の
開
業
、
そ
し
て
富
山
駅
の
在
来
線

の
ホ
ー
ム
移
設
が
完
了
し
た
後
に
は
、
富

山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
富
山
地
方
鉄
道
の
南

北
の
路
線
を
接
続
さ
せ
る
構
想
も
、
実
現

に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

着
実
に
公
共
交
通
の
強
化
を
図
っ
て
き

た
富
山
市
。
し
っ
か
り
と
し
た
交
通
網
の

整
備
と
と
も
に
重
要
な
の
は
、
市
民
の
動

き
を
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
に
す
る
こ
と
だ
。

市
民
の
住
居
を
で
き
る
だ
け
交
通
軸
の
沿

線
に
誘
導
し
、
徒
歩
圏
内
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
路

線
バ
ス
の
公
共
交
通
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
車
に
頼
ら
な
い
街

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
の
具
体
的
施
策
に
は
、
沿
線
に
「
公
共

交
通
沿
線
居
住
推
進
地
区
」
を
設
け
、
該

当
地
区
で
の
住
居
取
得
の
際
、
市
か
ら
の

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
制
度

な
ど
が
あ
る
。

　

一
方
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
を
高
め
る

活
動
で
も
、〝
ま
ち
な
か
居
住
〞
を
推
進

す
る
。
例
え
ば
、
２
０
０
７
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
中
心
市
街
地
に
あ
る
全
天
候
型
の

運河をまたぎ走行する「ポートラム」（上）。復元された富山城をバッ
クに走る「セントラム」（左下）。市内には、「アヴィレ」と呼ばれるレ
ンタサイクルシステムも完備されている（右下）。

広
場
「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
」
で
は
、
週
末

に
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
こ
こ
を

訪
れ
る
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が

便
利
な
た
め
、
交
通
網
と
中
心
部
の
活
性

化
が
同
時
に
期
待
で
き
る
。
ち
な
み
に
こ

の
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
で
は
、
冬
季
に
は
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
設
置
さ
れ
る
。
リ
ン
ク

は
樹
脂
製
で
、
氷
も
電
気
も
使
わ
な
い
環

境
に
配
慮
し
た
仕
様
だ
。

　

現
在
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
を
は
じ

め
、
駅
前
を
含
む
中
心
部
で
は
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
の
計
画
も
多
数
あ
る
。
民
間
企
業

を
巻
き
込
ん
だ
活
発
な
動
き
が
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
形
成
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

も
と
も
と
地
方
都
市
と
し
て
は
鉄
道
網

に
恵
ま
れ
て
い
た
富
山
市
。
既
存
の
交
通

網
を
上
手
に
利
用
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
を
目
指
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

２
０
０
８
年
、「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に

選
定
さ
れ
た
。さ
ら
に
２
０
１
１
年
に
は
、

環
境
問
題
や
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
街

づ
く
り
な
ど
を
実
現
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
環
境
未
来
都
市
」
に
も
選
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
注
目
度
の
高
い
富

山
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
戦
略
に
は
、

他
自
治
体
の
関
心
も
高
く
、
国
内
、
海
外

か
ら
の
視
察
が
相
次
い
で
い
る
と
い
う
。

　

今
後
の
富
山
市
の
課
題
は
、
環
境
・
福

祉
・
教
育
の
基
礎
能
力
を
高
め
る
こ
と
。

そ
の
う
え
で
「
訪
れ
た
い
と
思
う
街
」
に

す
る
こ
と
だ
。
２
年
後
の
北
陸
新
幹
線
の

開
業
効
果
に
も
期
待
を
寄
せ
、
よ
り
魅
力

あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
に
は
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
マ
ー
ク
の
取
得
に
向
け
て
算

定
・
表
示
に
取
り
組
み
、
原
料
調
達
・

生
産
・
流
通
・
使
用
・
廃
棄
の
す
べ

て
の
工
程
に
か
か
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を

算
出
し
て
「
見
え
る
化
」。
２
０
１
０

年
１
月
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ハ
ム
な
ど
の

「
森
の
薫
り
」
シ
リ
ー
ズ
４
商
品
で
マ

ー
ク
が
取
得
で
き
た
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

日
本
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
で
は
環
境
負
荷

の
「
減
ら
す
化
」
に
向
け
、
豚
・
鶏
の

排
泄
物
を
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

肥
料
と
し
て
再
利
用
。
地
球
温
暖
化
の

防
止
や
野
菜
・
花
の
育
成

と
い
っ
た
地
域
活
動
に
役

立
て
て
い
る
。
ま
た
製
造

工
程
で
出
る
骨
・
皮
・
血

液
な
ど
の
副
産
物
を
有
効
に
利
用
す
る

た
め
の
研
究
も
進
め
る
。
グ
ル
ー
プ
に

お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
98
・
２
％（
２

０
１
１
年
度
）
に
も
達
し
、
生
命
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
。

　
「
地
球
環
境
や
自
然
生
態
系
な
ど
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、〝
生
命
〞

を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
伝
え
た
い
の
は
決

し
て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
の
考
え
が
身
に
つ
け
ば
、
お
の
ず

と
食
べ
残
し
が
な
く
な
り
、
そ
れ
が
最

大
の
環
境
負
荷
低
減
に
な
る
。
自
給
自

足
が
少
な
い
日
本
で
最
も
基
本
的
で
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
」
と
河
﨑
さ

ん
。
日
本
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
は
「
生
命
の

恵
み
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
環
境
活

動
を
続
け
て
い
く
。

「商品の一生」におけるＣＯ２排出量（「森の薫り 新あらびきウインナー」の例）

原材料調達

生 産

流 通

使用・維持管理

廃棄・リサイクル

224g

70.1g

39.5g

85.7g

14.7g

原材料をつくる工程で発生するもの

商品の生産にともなって発生するもの

商品の輸送や梱包材の廃棄などで発生するもの

調理や冷蔵など消費者が使うとき発生するもの

商品包装の廃棄などで発生するもの

「森の薫り 新あらびきウインナ
ー」の一生で排出するＣＯ２の量
は、１パック（97g）で４３４ｇ

14.7g

http://econews.jp/newspaper/story/index.html
http://econews.jp/city/chubu_kinki/toyama.html
http://econews.jp/newspaper/books/index.html
http://www.nt-e.jp/


（ 4 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１３年 （平成２５年） 春季　【季刊】
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面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
a 

／ 

Ｑ
２
：
a 

／ 

Ｑ
３
：
c 

／ 

Ｑ
４
：
a

５～６月 各月２カ所 相次ぐ出展岐阜・西埼玉・三重・滋賀・山口・函館、６つの拠点を開設

【ダイジェスト版】

でんでん

みと情
報

（2012年 12月25日発行第53号より）

　

吾
輩
は
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
が

飼
う
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。
今
日
は

事
務
所
に
２
人
の
親
方
が
い
る
。
読
書
好
き

で
本
に
熱
中
す
る
と
無
意
識
に
大
声
で
朗
読

す
る
「
活
字
殿
」
と
『
で
ん
で
ん
・
み
と
情

報
』
な
る
書
物
の
制
作
者
「
物
書
き
殿
」
だ
。

　

こ
れ
で
吾
輩
の
常
な
る
願
い
（
丸
ま
っ
て

安
眠
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
）
は
つ
い
え
た

は
ず
だ
っ
た
。
ふ
だ
ん
の
親
方
た
ち
の
会
話

は
、
工
事
現
場
の
騒
音
に
匹
敵
す
る
ボ
リ
ュ

ー
ム
な
の
で
あ
る
。

　

だ
が
今
日
の
２
人
は
違
っ
た
。
活
字
殿
が

気
落
ち
し
、
物
書
き
殿
が
そ
れ
を
慰
め
て
い

る
様
子
。
状
況
的
に
小
声
に
な
る
よ
う
だ
。

　
「
僕
は
本
を
読
ん
で
も
知
識
が
身
に
つ
か

な
い
。
頭
に
残
ら
ず
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま

う
」「
そ
ん
な
こ
と
な
い
」「
気
休
め
は
い
い

よ
。
君
も
、
東
京
の
上
野
公
園
で
あ
の
紳
士

に
会
っ
た
だ
ろ
。
通
り
す
が
り
の
見
知
ら
ぬ

あ
の
人
の
博
識
に
比
べ
た
ら
…
…
」「
あ
あ
、

公
園
の
歴
史
を
教
え
て
く
れ
た
人
か
。
江
戸

時
代
、
三
代
将
軍
・
家
光
が
寛
永
寺
を
建
て
、

寺
に
は
15
人
の
歴
代
将
軍
の
う
ち
綱
吉
や
吉

宗
な
ど
６
人
が
埋
葬
さ
れ
た
と
か
、
明
治
新

政
府
誕
生
に
不
満
を
持
っ
た
幕
臣
が
寛
永
寺

に
立
て
こ
も
り
、
そ
れ
を
長
州
の
大
村
益
次

郎
率
い
る
新
政
府
軍
が
大
砲
で
打
ち
破
っ
た

た
め
一
帯
が
焼
け
野
原
に
な
っ
た
と
か
、
そ

こ
を
整
備
し
て
日
本
初
の
公
園
・
上
野
公
園

が
誕
生
し
た
と
か
…
…
教
え
て
く
れ
た
人
だ

っ
た
な
」「
君
は
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
細
か
い

こ
と
ま
で
覚
え
て
い
る
ん
だ
。
あ
あ
、
や
は

り
僕
は
…
…
」

　

平
素
の
親
方
た
ち
を
知
る
吾
輩
は
、
会
話

が
進
む
に
つ
れ
騒
音
が
耳
を
つ
ん
ざ
く
と
覚

悟
し
て
い
た
。
だ
が
予
想
に
反
し
、
小
声
の

会
話
が
続
く
。
活
字
殿
の
沈
み
具
合
が
度
を

超
し
て
い
た
よ
う
だ
。
吾
輩
は
、
活
字
殿
に

は
気
の
毒
だ
が
、
見
知
ら
ぬ
紳
士
が
度
々
こ

こ
を
訪
問
し
て
く
れ
な
い
か
と
願
っ
た
。

東
京
・
上
野
公
園
の
歴
史
が

騒
音
対
策
に
つ
な
が
る
!?

日本テクノ協力会・日電協は、全国36拠点のグループで活動中。その１つ水戸グループでは猫の語り口が特徴のオリジナル情報誌『でんでん・みと情報』を継続的に発行

日
電
協
の
活
動
報
告
と
会
員
の
募
集
を
行
う
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.8
1
2
4
9
9
.jp/job/

）。
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
で
紹
介
し
た
『
で
ん
で
ん
・
み
と
情
報
』
の
全
文
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

A c t i v e  L i f e

日 電 協

●入会のきっかけは？
32歳から自動車メーカーの研究所で主任技
術者として勤務し、60歳で定年退職しまし
た。定年後は、下請会社への就職が決まって
いたのですが、妻の勧めもあり、日電協に入
会しました。「あなたには電気の仕事が向い
ている」という妻のひと言がきっかけですか
ら、今では感謝しています。私が生き生きと
働いているのを見ると、妻も気分が良いよう
ですよ。

さいたまグループ
1999年 4月入会 栗田勝さん

　

２
０
１
３
年
春
、
日
本
テ
ク
ノ
は

１
０
０
％
出
資
の
子
会
社
・
日
本
テ

ク
ノ
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
本
社
：
東

京
都
新
宿
区
、
代
表
取
締
役
：
大
石

秀
也
）
を
通
じ
て
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
を
始
動
さ
せ
る
。
名
称
は
、

「
い
ば
ら
き
太
陽
光
発
電
所
」。
場
所

は
、
茨
城
県
東
茨
城
郡
茨
城
町
木
部

の
遊
休
地
を
利
用
し
た
２
万
９
１
２

６
平
方
㍍
に
及
ぶ
一
帯
。
常
磐
自
動

車
道
と
北
関
東
自
動
車
道
の
交
わ
る

友
部
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
数
キ
ロ
の
場
所
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
こ
れ
ま
で
電

気
の
〝
見
え
る
化
〞
と
〝
理わ

解か

る

化
〞
で
、
全
国
４
万
事
業
場
以
上
の

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
ユ
ー
ザ
ー
と
と
も

に
、
省
エ
ネ
活
動
に
よ
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
削
減
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

そ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
事
業
の
前
提
と
な
る
の
が
、

電
力
の
安
定
供
給
だ
。
安
定
供
給
の

た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
受
変
電
設
備

を
安
全
に
保
つ
高
度
な
電
気
保
安
管

理
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
し
、

電
力
小
売
り
事
業
に
も
力
を
入
れ
て

き
た
。

　

さ
ら
に
昨
年
は
、
千
葉
県
袖
ケ
浦

市
に
建
設
し
た
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電

所
「
日
本
テ
ク
ノ
袖
ケ
浦
グ
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
」
の
運
転
も
開
始
し
、
自
ら

電
力
の
供
給
源
を
確
保
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
春
、「
い
ば
ら
き
太
陽

光
発
電
所
」
が
稼
働
す
る
こ
と
に
よ

り
、
日
本
テ
ク
ノ
に
も
う
一
つ
の
供

給
源
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
太
陽

光
と
い
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
。

電
力
供
給
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｏ
２

を
排

出
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
活
用
す

る
こ
と
で
地
球
環
境
保
全
に
も
貢
献

で
き
る
。

　
「
い
ば
ら
き
太
陽
光
発
電
所
」
の

設
備
容
量
は
、
２
メ
ガ
相
当
の
１
９

９
８
㌔
㍗
。
年
間
発
電
量
は
、
標
準

家
庭
の
使
用
量
換
算
で
約
６
５
２
世

帯
分
と
な
る
２
３
５
０
メ
ガ
㍗
時
を

見
込
ん
で
い
る
。
建
設
に
あ
た
っ
た

の
は
、
三
井
住
友
建
設 

株
式
会
社
。

総
建
設
費
用
は
約
７
億
円
。

　

設
置
さ
れ
る

太
陽
光
パ
ネ
ル

の
枚
数
は
１
万

３
３
２
０
枚
。

パ
ネ
ル
は
、
Ｃ

Ｉ
Ｓ
系
太
陽
電
池
と
呼
ば
れ
る
ソ
ー

ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
製
の
も
の
を
採

用
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
系
太
陽
電
池
は
従
来
利

用
さ
れ
て
き
た
シ
リ
コ
ン
の
代
わ
り

に
、
銅
、
イ
ン
ジ
ウ
ム
、
セ
レ
ン
な

ど
を
用
い
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
効
率
が
高
く
、
薄
型
に
で
き
る
の

で
省
資
源
化
に
も
向
い
て
い
る
。

　

ま
た
構
造
物
の
基
礎
に
は
回
転
圧

入
鋼
管
杭
（
ス
パ
イ
ラ
ル
）
を
採
用
。

従
来
の
工
法
で
問
題
に
な
っ
て
い
た

泥
水
や
残
土
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
も

排
出
さ
れ
ず
、
施
工
時
の
騒
音
・
振

動
も
少
な
い
。
建
設
方
法
に
も
、
地

球
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
太
陽
光
発

電
施
設
に
相
応
し
い
や
り
方
が
選
ば

れ
た
。

　

さ
ら
に
、
敷
地
に
は
ク
ロ
ー
バ
ー

な
ど
の
植
生
が
あ
る
た
め
、
雑
草
の

繁
茂
も
自
然
に
抑
制
さ
れ
る
と
い
う

特
性
が
あ
る
。
環
境
汚
染
に
つ
な
が

る
よ
う
な
除
草
剤
の
使
用
も
抑
え
ら

れ
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
こ
れ
か
ら
も
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

と
と
も
に
地
球
環
境
保
全
に
資
す
る

た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
計

画
だ
。

環境配慮へメガソーラー
約
６
５
２
世
帯
分
を
発
電

2013年 2月13日現在、設置工事中の「いばらき太陽光発電所」。

いばらき太陽光発電所
【所在地】
　茨城県東茨城郡茨城町木部
【敷地面積】29,126㎡
【設備容量】
　1,998kW（2メガ相当）
【パネル枚数】13,320枚
【太陽電池パネル】
　ソーラーフロンティア製
【年間発電量】
　2,350MWh（見込み）
【建設費用】約7億円　
【運転開始日】
　2013年春（予定）
【建設業者】
　三井住友建設 株式会社
【設置事業者】
　 日本テクノパワー 株式会
社（日本テクノ 株式会社
100%出資の子会社、代表
取締役 大石秀也）

【メガソーラーの主な特徴】
　 回転圧入鋼管杭を採用／雑
草の繁茂を抑制する植生

　

２
０
１
３
年
５
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
、
日
本
テ
ク
ノ
で
は

各
月
２
つ
合
計
４
展
示
会
へ
の

出
展
を
予
定
し
て
い
る
。

　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か

れ
る
「
カ
フ
ェ
・
喫
茶
シ
ョ
ー

２
０
１
３
」
は
５
月
15
日
（
水
）

〜
17
日
（
金
）
の
３
日
間
開
催
。

主
催
は
同
実
行
委
員
会
。
石
川

　

日
本
テ
ク
ノ
の
新
規
出
店
が

続
い
て
い
る
。
２
０
１
３
年
１

月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
営
業

所
と
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
合
計

６
店
を
開
設
し
た
。

　

１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
、
中
部
地
方
の
岐
阜
営
業
所

と
関
東
の
西
埼
玉
営
業
所
。
営

業
所
と
し
て
は
、
岐
阜
県
で
は

県
で
開
か
れ
る
「
Ｍ
Ｅ
Ｘ
金
沢

２
０
１
３
」
も
３
日
間
で
、
５

月
16
日
（
木
）
〜
18
日
（
土
）。

会
場
は
金
沢
市
に
あ
る
石
川
県

産
業
展
示
館
。
主
催
は
社
団
法

人 

石
川
県
鉄
工
機
電
協
会
。

　

６
月
の
開
催
は
、
福
岡
と
神

奈
川
。
最
初
は
福
岡
の
「
九
州

印
刷
情
報
産
業
展
」。
６
月
７

日
（
金
）
〜
８
日
（
土
）
の
２

日
間
。
会
場
は
福
岡
国
際
セ
ン

タ
ー
。
主
催
は
九
州
印
刷
材
料

協
同
組
合
な
ど
。
続
く
６
月
17

日
（
月
）
〜
18
日
（
火
）
の
２

日
間
は
「
フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ェ
ア
」。
会
場
は
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
。
主
催
は
綜
合
ユ

ニ
コ
ム 

株
式
会
社
。

初
の
出
店
で
、
埼
玉
県
で
は
熊

谷
営
業
所
・
さ
い
た
ま
営
業
所

に
続
く
３
店
目
。

　

２
月
の
オ
ー
プ
ン
は
、
近
畿

地
方
の
三
重
営
業
所
と
北
海
道

の
函
館
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。

三
重
県
で
も
営
業
所
は
初
出

店
。
北
海
道
は
札
幌
営
業
所
と

苫
小
牧
営
業
所
が
あ
る
が
、
今

回
の
函
館
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
開
設
で
道
南
地
区
を
カ
バ
ー

し
て
い
く
。

　

４
月
に
は
、
近
畿
地
方
の
滋

賀
営
業
所
と
中
国
地
方
の
山
口

営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
。
滋
賀
県

と
山
口
県
は
、
と
も
に
営
業
所

初
出
店
。
山
口
営
業
所
は
山
口

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す

る
形
で
開
設
し
た
。

展
示
会

日程：6月7日（金）～8日（土）
会場：福岡国際センター
主催：九州印刷材料協同組合ほか

九州印刷情報産業展

日程：6月17日（月）～18日（火）
会場：パシフィコ横浜
主催：綜合ユニコム 株式会社

フューネラルビジネスフェア

日程：5月15日（水）～17日（金）
会場：東京ビッグサイト
主催：カフェ・喫茶ショー2013実行委員会

カフェ・喫茶ショー2013

MEX金沢2013
日程：5月16日（木）～18日（土）
会場：石川県産業展示館（金沢市）
主催：社団法人 石川県鉄工機電協会

 岐阜営業所
岐阜県岐阜市橋本町2-8　濃飛ニッセイビル8階
TEL 058-255-2880/FAX 058-255-2881
開設日：2013年 1月29日（火）

 西埼玉営業所
埼玉県入間市豊岡1-3-18　トリプレットビルＡ棟５階
TEL 04-2960-0211/FAX 04-2960-0212
開設日：2013年 1月29日（火）

 三重営業所
三重県四日市市鵜の森1-3-20　萩ビル3階
TEL059-350-8880/FAX 059-350-8881
開設日：2013年 2月26日（火）

 滋賀営業所
滋賀県彦根市佐和町11-30　アイシービル4階
TEL0749-21-2791/FAX 0749-21-2792
開設日：2013年 4月2日（火）
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岐
阜
営
業
所
が
あ
る
濃
飛
ニ
ッ

セ
イ
ビ
ル
。

西
埼
玉
営
業
所
が
あ
る
ト
リ
プ

レ
ッ
ト
ビ
ル
。

新 規 開 店

修
了
証
、新
人
26
名
へ

　

２
０
１
３
年
２
月
18
〜
23

日
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
の

日
本
テ
ク
ノ
・
ソ
ー
ラ
ー
パ

ワ
ー
ビ
ル
で
新
人
研
修
が
行

わ
れ
た
。
総
勢
26
名
の
新
入

社
員
が
参
加
し
、
日
程
を
終

え
た
全
員
が
修
了
証
を
受
け

取
っ
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
新
人

研
修
を
ほ
ぼ
月
１
回
の
ペ
ー

ス
で
行
っ
て
お
り
、
今
回
は

第
89
期
の
新
入
社
員
が
対

象
。
研
修
で
は
集
団
で
の
行

動
や
生
活
体
験
を
通
じ
て
、

規
律
や
仲
間
意
識
、
競
争
意

識
を
養
い
、
新
た
な
習
慣
を

身
に
つ
け
て
い
く
。
電
気
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
す
る
日
本
テ
ク
ノ
だ
け

に
、
電
気
の
基
礎
知
識
や
保

戦
術
に
至
る
ま
で
、
理
論
に

も
と
づ
い
て
解
説
さ
れ
る
。

第
一
線
で
活
躍
す
る
先
輩
社

員
と
同
じ
目
線
で
営
業
知
識

が
学
べ
る
の
が
特
徴
だ
。
ま

た
、
現
場
に
即
し
た
講
義
も

数
多
く
設
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
日
本
テ
ク
ノ
の
営
業

ス
タ
イ
ル
を
し
っ
か
り
と
確

立
し
て
い
く
。
最
終
日
に
は

安
法
規
、
省
エ
ネ
な
ど
の
講

義
に
も
多
く
の
時
間
を
割

く
。
保
安
講
習
で
は
実
際
に

稼
動
可
能
な
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

の
実
機
を
用
い
て
各
部
位
の

名
称
や
そ
の
役
割
を
学
ぶ
こ

と
で
、
電
気
の
プ
ロ
と
し
て

の
心
構
え
を
養
う
。
営
業
講

習
で
は
、
営
業
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
か
ら
戦
略
・

営
業
ロ
ー
プ
レ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
研
修
を
通
し
て
成
長

し
た
自
分
の
現
在
地
を
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
日
本
テ
ク
ノ
に
入
社
し

て
何
が
し
た
い
の
か
、
ど
う

な
り
た
い
の
か
、
自
分
を
見

つ
め
直
す
こ
と
で
、
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る

の
が
新
人
研
修
の
目
的
で

す
。
何
事

に
も
本
気

に
取
り
組

め
ば
、
得

ら
れ
る
経
験
は
何
倍
に
も
な

り
、
成
長
も
早
い
。
全
力
で

取
り
組
む
か
ら
こ
そ
、
自
分

に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
研
修
担
当
の
横
関
和

志
部
長
は
研
修
生
に
声
を
か

け
た
。

　

修
了
式
で
修
了
証
を
受
け

取
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
26
人
の
新
入

社
員
が
、
日
本
テ
ク
ノ
の
未

来
を
つ
く
っ
て
い
く
。

１日目、発声・挨拶訓練に励む研修生。

1日目（2月18日）
　発声・挨拶訓練、人生グラフ紹介、電気基礎講義
2日目（2月19日）

　ビジネスマナー、電気保安講義
3日目（2月20日）

　自社知識、監視装置関連、新人歓迎会
4日目（2月21日）

　営業部長・所長講義
5日目（2月22日）

　営業試験、営業支店長講義
6日目（2月23日）

　営業ロープレ大会、私の抱負、修了式

新 人 研 修

主な研修スケジュール

サイトでは会員の生の声も紹介。例えば↓

http://www.n-techno.co.jp/service/retail.html
http://www.n-techno.co.jp/recruit/career/study.html
http://www.n-techno.co.jp/news/events/index.html
https://www.nichidenkyo.jp/
http://www.eco-tenant.jp/
http://cubicle-hoan.jp/
http://econews.jp/newspaper/denden/denden_32.html
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東京・神田神保町 ◎ 山田ビル

　

古
書
店
が
建
ち
並
ぶ
東
京
・

神
田
神
保
町
。
そ
の
中
心
で
あ

る
神
保
町
交
差
点
か
ら
わ
ず
か

数
十
㍍
の
靖
国
通
り
沿
い
に
あ

る
山
田
ビ
ル
。
オ
ー
ナ
ー
は
山

田
浩
一
さ
ん
が
代
表
取
締
役
を

務
め
る
株
式
会
社 

山
田
ビ
ル
。

ビ
ル
経
営
の
実
務
面
は
奥
さ
ん

の
匡
子
さ
ん
が
切
り
盛
り
し
て

い
る
。
地
上
９
階
地
下
１
階
、

土
地
柄
に
相
応
し
く
１
〜
３
階

は
山
田
さ
ん
の
両
親
や
親
族
が

経
営
す
る
古
書
店
が
入
居
。
地

下
に
は
喫
茶
店
、
４
〜
７
階
に

は
店
舗
や
事
務
所
が
入
り
、
８

階
と
９
階
は
両
親
が
自
宅
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
導
入
し
た

の
は
２
０
１
２
年
８
月
。
き
っ

か
け
は
、
子
メ
ー
タ
ー
の
交
換

だ
っ
た
。
他
の
業
者
が
交
換
費

用
の
見
積
も
り
を
出
し
て
き
た

の
だ
。「
そ
こ
で
日
本
テ
ク
ノ

さ
ん
に
も
相
談
し
た
ん
で
す
。

す
る
と
メ
ー
タ
ー
の
交
換
と
一

緒
に
、
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
の
電
気

代
精
算
を
代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
追
加
で
き
る
と
聞
き
、
採
用

を
決
め
ま
し
た
」（
匡
子
さ
ん
）

　

そ
れ
ま
で
電
気
料
金
を
算
出

す
る
と
き
は
、
テ
ナ
ン
ト
ご
と

に
つ
い
て
い
る
子
メ
ー
タ
ー
の

数
値
を
夫
の
浩
一
さ
ん
が
読

み
、
そ
れ
を
匡
子
さ
ん
が
計
算

面倒な検針や不安な計算を一掃
きっかけは、古くなっていた子メーターの交換時期

　

２
０
１
２
年
９
月
６
日
、
茨
城
県
日
立
市
の
ソ
ウ
テ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

株
式
会

社
で
落
雷
に
よ
る
停
電
事
故
が
起
こ
っ
た
。
主
に
レ
ー
ザ
ー
切
断
や
プ
レ
ス
加
工
に
よ
り
自

動
車
の
ブ
レ
ー
キ
部
品
や
電
気
部
品
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
同
社
。
そ
れ
は
工
場
が
稼
働
し

て
い
る
最
中
の
出
来
事
だ
っ
た
。
事
故
発
生
か
ら
復
旧
に
至
る
ま
で
の
様
子
を
追
っ
た
。

茨城県日立市 ◎ ソウテックコーポレーション 株式会社

程
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
た
の
で
安
心
で

き
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

翌
日
、
秋
葉
は
協
力
工
事
店

と
と
も
に
早
朝
よ
り
Ｐ
Ａ
Ｓ
交

換
作
業
を
開
始
し
、
既
存
ケ
ー

ブ
ル
の
引
き
抜
き
作
業
も
進
め

る
。
15
時
に
ケ
ー
ブ
ル
が
到
着

す
る
と
引
き
込
み
か
ら
端
子
接

続
ま
で
を
行
い
、
二
次
側
の
工

事
は
終
了
し
た
。翌
９
月
８
日
、

東
京
電
力
に
よ
る
Ｐ
Ａ
Ｓ
一
次

側
接
続
作
業
。
そ
の
後
、
電
源

を
投
入
。
各
種
動
作
試
験
で
異

常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
11

時
に
復
旧
作
業
は
完
了
し
た
。

　

事
故
を
振
り
返
っ
て
三
村
さ

ん
は
こ
う
話
す
。「
事
故
を
体

験
し
、
定
期
的
な
保
安
管
理
や

す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
も
ら
え
る

体
制
が
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
今
回
は
事
前
に
待
機

し
て
い
た
秋
葉
さ
ん
の
存
在
が

心
強
か
っ
た
。
ま
た
復
旧
費
用

も
、
火
災
保
険
は
適
用
外
な
の

に
日
本
テ
ク
ノ
電
気
保
証
サ
ー

ビ
ス
で
満
額
保
証
し
て
く
れ
ま

し
た
。
費
用
負
担
が
な
か
っ
た

の
で
、
そ
の
後
つ
け
た
避
雷
針

も
迷
わ
ず
導
入
で
き
ま
し
た
」。

　

そ
の
日
、
同
社
周
辺
に
は
15

時
ご
ろ
か
ら
雷
雲
が
発
生
。
15

時
30
分
に
最
初
の
停
電
が
起

き
、
一
度
復
旧
し
た
後
、
大
き

な
音
を
立
て
て
二
度
目
の
停
電

が
起
こ
っ
た
。「
し
ば
ら
く
し

て
も
電
気
が
復
旧
し
な
い
。
ふ

と
周
辺
を
見
渡
す
と
近
隣
は
明

か
り
が
つ
き
始
め
た
の
に
、
こ

こ
は
暗
い
ま
ま
。
そ
の
と
き
、

雷
が
う
ち
に
落
ち
た
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
」
と
取
締
役
会
長

の
三
村
相
佑
さ
ん
は
話
す
。

　

三
村
さ
ん
は
す
ぐ
に
電
気
管

理
技
術
者
の
秋
葉
恭
一
（
日
本

テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
水
戸

グ
ル
ー
プ
）
に
連
絡
。
天
候
の

状
態
か
ら
不
測
の
事
態
に
備
え

待
機
し
て
い
た
秋
葉
は
15
分
で

現
場
に
到
着
。
落
雷
箇
所
と
Ｐ

Ａ
Ｓ
の
破
損
を
確
認
し
た
。

　

さ
ら
に
、
点
検
を
続
け
る
と

ケ
ー
ブ
ル
も
破
損
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
復
旧
に
は
、

ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
抜
い
て
Ｐ
Ａ

Ｓ
を
交
換
す
る
大
掛
か
り
な
工

事
を
要
す
る
。
資
材
も
間
に
合

わ
な
い
た
め
、
秋
葉
は
即
日
復

旧
は
無
理
と
判
断
し
た
。
だ
が

三
村
さ
ん
は
「
復
旧
ま
で
の
工

落雷事故、親身の対応に安堵感
火災保険適用外でも復旧費用は満額保証

神奈川県横浜市 ◎ 宮田充さん宅

主
に
も
提
示
さ
れ
、
詳
細
な
説

明
が
な
さ
れ
る
。

　

宮
田
さ
ん
は
「
工
事
が
こ
ん

な
に
早
く
終
わ
る
と
は
驚
き
で

し
た
。
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
も
施

工
会
社
さ
ん
も
と
て
も
熱
心
だ

っ
た
」
と
、
施
工
管
理
や
手
際

よ
い
作
業
に
満
足
し
て
い
る
。

　

工
事
に
あ
た
っ
た
の
は
東
京

に
あ
る
施
工
会
社
。
担
当
者

は
「
今
回
は
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

で
固
定
す
る
方
法
を
と
り
ま
し

た
。
し
っ
か
り
し
た
建
物
で
問

題
な
く
工
事
は
進
め
ら
れ
た
。

こ
こ
は
高
台
な
の
で
、
き
っ
と

発
電
量
も
多
い
で
し
ょ
う
」
と

言
う
。
設
置
工
事
に
あ
た
っ
て

は
特
に
雨
漏
り
が
起
き
な
い
よ

う
気
を
配
る
。
木
造
で
築
年
数

が
古
く
老
朽
化
が
激
し
い
と
き

は
、
設
置
を
断
念
し
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
屋
根
勾
配

が
き
つ
い
場
合
に
は
、
安
全
性

を
重
視
し
、
足
場
を
組
む
。

　

設
置
か
ら
数
日
後
、
宮
田
さ

ん
に
感
想
を
聞
く
と
「
し
っ
か

り
発
電
し
て
い
て
売
電
も
で
き

て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
が
見
や
す

く
消
費
も
確
認
で
き
る
の
で
、

使
っ
て
い
な
い
電
気
を
消
す
と

す
ぐ
に
変
化
が
確
認
で
き
る
。

電
気
の
使
い
方
も
変
わ
り
そ
う

で
す
」
と
、
太
陽
光
発
電
に
よ

る
「
創
エ
ネ
」
と
省
エ
ネ
を
助

け
る
電
気
の
「
見
え
る
化
」
を

実
感
し
て
い
た
。

　

太
陽
光
発
電
は
長
期
の
利
用

で
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ

る
。
末
長
い
安
心
の
た
め
、
確

か
な
施
工
と
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
宮

田
充
さ
ん
宅
に
２
０
１
３
年
２

月
初
旬
、
日
本
テ
ク
ノ
の
提
案

す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
は
ソ

ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
製
の

３
・
84
㌔
㍗
タ
イ
プ
で
設
置
パ

ネ
ル
は
24
枚
。
年
間
予
想
発
電

量
は
４
２
４
４
㌔
㍗
時
。

　

施
主
の
宮
田
さ
ん
は
横
浜
市

に
あ
る
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
経
営

者
。
以
前
か
ら
太
陽
光
発
電
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
宮
田
さ
ん

は
、
ゴ
ル
フ
施
設
で
電
気
の
保

安
管
理
を
担
当
す
る
日
本
テ
ク

ノ
に
、
自
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

導
入
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

た
。「
昨
年
10
月
く
ら
い
に
相

談
を
始
め
て
、
設
置
ま
で
順
調

に
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
使
っ

て
み
て
、
ど
れ
だ
け
発
電
す
る

の
か
楽
し
み
で
す
」
と
話
す
。

　

施
工
当
日
は
小
雪
混
じ
り
の

厳
し
い
寒
さ
。
そ
れ
で
も
工
事

は
順
調
に
進
み
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
ど
お
り
完
了
し
た
。
土
台
の

据
え
付
け
か
ら
パ
ネ
ル
設
置
、

配
線
、
最
終
点
検
ま
で
丁
寧
で

的
確
な
流
れ
る
よ
う
な
作
業
。

し
か
も
施
工
管
理
者
は
工
程
ご

と
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
写
真

を
撮
り
随
時
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
く
。撮
影
し
た
写
真
は
後
日
、

設
置
完
了
の
報
告
用
と
し
て
施

小雪混じりの天候の
中で設置工事を進
める作業の様子と、
設置後の太陽光パ
ネル。設置された
パネルの枚数は全
部で24枚。

宮田充さん

山田匡子さん

し
て
請
求
を
起
こ
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
毎
月
行
う
検
針
は
負

担
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
地
下

に
あ
る
喫
茶
店
の
子
メ
ー
タ
ー

は
、
店
内
の
奥
ま
っ
た
場
所
に

設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
営
業

の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
タ
イ

ミ
ン
グ
を
計
る
の
が
大
変
だ
っ

た
。
そ
れ
に
匡
子
さ
ん
は
電
気

料
金
の
計
算
方
法
に
も
不
安
が

あ
っ
た
。
初
代
オ
ー
ナ
ー
の
祖

父
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
た
計
算

式
に
電
力
使
用
量
の
数
値
を
当

て
は
め
て
算
出
す
る
だ
け
だ
っ

た
か
ら
だ
。
匡
子
さ
ん
は
「
算

出
は
で
き
ま
す
が
、
計
算
式
の

根
拠
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

テ
ナ
ン
ト
さ
ん
か
ら
質
問
さ
れ

た
ら
き
ち
ん
と
答
え
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」
と
以

前
を
振
り
返
る
。

　

電
気
料
金
に
つ
い
て
は
、
エ

コ
テ
ナ
ン
ト
の
デ
ー
タ
管
理
に

基
づ
く
請
求
代
行
で
安
心
し
て

手
が
離
せ
た
。
こ
れ
で
請
求
業

務
は
家
賃
な
ど
の
固
定
費
の

み
。負
担
は
大
き
く
軽
減
し
た
。

　ここで紹介しているエコノウハウは、BS
ジャパン（テレビ東京系 -BS デジタル 7ch）
にて放映中の番組「省エネの達人『企業編』」
内で紹介されたもの（放送回数と放送日は記
事内に記載）。毎週水曜夜 9時 54 分から 5分
間の省エネ情報番組だ。
　また番組バックナンバーを再生できるウェ
ブサイトもあり、左記の URL にアクセスす
れば誰でも無料で過去の放映分を閲覧するこ
とができる。

番組バックナンバー配信中
http://www.eco-tatsujin.jp/

「
省
エ
ネ
の
達
人
」
に
学
ぶ 

エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

達人たちの映像はBS放送やウェブサイトで

引
い
て
い
る
。
当
然
、
室

内
は
暗
く
な
っ
て
し
ま
う

が
、
そ
こ
か
ら
が
エ
コ
ノ

ウ
ハ
ウ
だ
。

　

数
が
少
な
く
な
っ
た
蛍

光
灯
に
は
、
１
本
ず
つ
筒

状
の
反
射
カ
バ
ー
を
つ
け

る
。
同
社
が
採
用
し
た
反

射
カ
バ
ー
は
、
表
側
半
分

が
透
明
の
シ
ー
ト
、
裏
側

半
分
が
銀
色
で
光
を
反
射

さ
せ
る
素
材
に
な
っ
て
い

る
。
表
側
は
光
を
遮
ら

ず
、
裏
側
は
反
射
さ
せ
て

下
に
向
か
う
光
量
を
ア
ッ

プ
さ
せ
る
仕
組
み
。
こ
の

カ
バ
ー
を
つ
け
た
ら
、
そ

の
ま
ま
蛍
光
灯
を
セ
ッ
ト

し
て
い
く
。
室
内
の
照
度

は
、
間
引
く
本
数
に
も
よ

る
が
、
以
前
と
変
わ
ら
ぬ

ほ
ど
の
明
る
さ
に
な
っ
て

い
く
。

「株式会社 サンロマン」
258本のムダを発見した『照明改革』が大きな効果に

【第 116回】2012 年 9月19日放送分
　

蛍
光
灯
の
照
明
を
２
５

８
本
も
間
引
く
な
ど
の
省

エ
ネ
活
動
で
、
年
間
１
７

６
万
円
も
の
電
気
代
を
節

約
で
き
た
の
が
福
岡
県
福

岡
市
の
衣
料
品
卸
売
業
・

株
式
会
社 

サ
ン
ロ
マ
ン
。

　

人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い

倉
庫
ス
ペ
ー
ス
や
展
示
室

な
ど
の
無
駄
な
蛍
光
灯
を

取
り
外
す
の
は
も
ち
ろ

ん
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
で
も

間
隔
を
空
け
て
照
明
を
間

照明を間引いても明るい室内

　

き
っ
か
け
は
、
省
エ
ネ

活
動
の
ア
イ
デ
ア
を
社
内

か
ら
募
る
「
緊
急
提
案
制

度
」。
こ
れ
に
、
ほ
ぼ
全

社
員
か
ら
提
案
が
寄
せ
ら

れ
た
。
そ
の
提
案
を
実
施

し
て
い
く
だ
け
で
も
意
識

は
高
ま
る
。
し
か
し
、
そ

こ
で
終
わ
ら
せ
な
い
の
が

省
エ
ネ
の
達
人
。

　

提
案
を
実
施
し
た
結

果
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
っ
た
の
か
を
逐
一
メ
ー

ル
で
知
ら
せ
始
め
た
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
電
力

使
用
状
況
や
活
動
の
様
子

を
毎
日
メ
ー
ル
送
信
す
る

よ
う
に
し
た
。

　

一
日
一
度
は
目
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
省
エ
ネ
メ

ー
ル
。
そ
こ
に
は
、
従
業

員
の
意
識
が
薄
れ
る
隙
間

は
入
り
込
め
な
い
。

「日東物流 株式会社」
300名のアイデアが集結 ! 省エネ効果もしっかり分析しています

【第 120回】2012 年 10月17日放送分
　

従
業
員
す
べ
て
の
協
力

が
必
要
な
省
エ
ネ
活
動
だ

が
、
日
常
の
業
務
に
追
わ

れ
な
が
ら
、
全
員
が
そ
の

意
識
を
持
ち
続
け
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
で

も
約
３
０
０
名
の
従
業
員

を
擁
し
な
が
ら
、
社
内
に

高
い
省
エ
ネ
意
識
を
維
持

す
る
企
業
が
あ
る
。
物
流

貨
物
の
保
管
・
配
送
を
行

う
兵
庫
県
神
戸
市
の
日
東

物
流 

株
式
会
社
だ
。

毎日送信する省エネメール

て
い
る
。

　

こ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ

は
、
席
を
立
つ
際
、
必
ず

モ
ニ
タ
の
ス
イ
ッ
チ
を
消

す
な
ど
細
か
な
点
で
も
省

エ
ネ
行
動
が
身
に
つ
い
て

い
る
。
そ
う
し
た
意
識
を

喚
起
さ
せ
て
い
る
の
が

「
電
気
予
報
」
だ
。

　

予
報
の
根
拠
は
月
ご
と

に
集
計
す
る
昨
日
ま
で
の

電
気
使
用
量
の
積
算
値
。

そ
の
数
値
が
、
定
め
た
目

標
を
下
回
っ
て
い
る
と
き

は
「
晴
れ
」
の
掲
示
。
目

標
は
超
え
て
い
る
が
、
昨

年
実
績
よ
り
下
回
っ
て
い

る
と
き
は
「
曇
り
」。
い

ず
れ
も
上
回
っ
た
場
合
は

「
雷
」
が
貼
り
出
さ
れ
る
。

　

一
目
で
理
解
で
き
る
わ

か
り
や
す
い
告
知
が
省
エ

ネ
を
根
づ
か
せ
て
い
た
。

「株式会社 ノーリツ 東関東支店」
省エネ意識が自然と向上！「電気予報」で電気の使いすぎをお知らせします

【第 129回】2012 年 12月19日放送分
　

晴
れ
、
曇
り
、
雷
と
い

う
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ラ
ス
ト

が
描
か
れ
た「
電
気
予
報
」

の
掲
示
物
が
、
電
気
の
使

用
状
況
に
よ
っ
て
毎
日
掲

げ
ら
れ
る
企
業
が
あ
る
。

千
葉
県
千
葉
市
に
あ
る
株

式
会
社 

ノ
ー
リ
ツ 

東
関

東
支
店
。
給
湯
機
器
な

ど
住
宅
設
備
の
製
造
販
売

を
行
う
ノ
ー
リ
ツ
の
一
拠

点
。
オ
フ
ィ
ス
の
ほ
か
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
も
併
設
さ
れ

電気予報で省エネを喚起
施工管理が生んだ高い信頼

設置後は工程ごとの現場写真で詳細な報告

復旧工事の様子

取締役会長の三村相佑さん

破損したPAS

ソウテックコーポレーション外観

ドキュメントテクノビジネスドキュメントテクノビジネス

太陽光発電導入事例太陽光発電導入事例

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

　

同
社
で
は
省
エ
ネ
活
動

を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
責
任
者
と
な
る
エ
コ

リ
ー
ダ
ー
を
、
従
業
員
か

ら
選
出
し
た
。
エ
コ
リ
ー

ダ
ー
に
は
自
分
の
考
え
で

ア
イ
デ
ア
を
実
行
す
る
よ

う
求
め
た
。

　

す
る
と
オ
フ
ィ
ス
の
入

口
に
は
エ
ア
コ
ン
使
用
時

の
「
３
つ
の
約
束
（
使
用

台
数
は
最
小
で
、
暖
房
は

20
℃
、
扉
は
速
や
か
に
閉

め
る
）」
と
い
う
掲
示
物

が
貼
り
出
さ
れ
、
明
る
す

ぎ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
シ

ャ
ン
デ
リ
ア
照
明
は
い
つ

の
間
に
か
ワ
ッ
ト
数
の
低

い
も
の
に
換
え
ら
れ
て
い

た
。
誰
の
指
示
を
受
け
る

こ
と
も
な
く
エ
コ
リ
ー
ダ

ー
が
自
発
的
な
活
動
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

「株式会社 加納」
一人ひとりの自主性を大切に　省エネ活動の「3つの約束」を実行！

【第 133回】2013 年 1月16日放送分
　

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
や
り

方
に
慣
れ
、
従
業
員
側
か

ら
は
仕
事
に
対
し
て
自
発

的
な
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
な

い
と
嘆
く
組
織
は
少
な
く

な
い
。
従
業
員
の
受
け
身

の
姿
勢
を
転
換
し
、
自
ら

の
考
え
で
行
動
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
省
エ
ネ
活
動

を
利
用
│
│
そ
ん
な
取
り

組
み
を
実
施
す
る
の
が
、

大
阪
府
豊
中
市
の
株
式
会

社 

加
納
だ
。

省エネで自主性を引き出す

http://www.setubikaizen.com/contents_h/corpo01.html
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20120919.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20121017.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20121219.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130116.html


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１３年 （平成２５年） 春季　【季刊】

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.n-techno.co.jp/index.html


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１３年 （平成２５年） 春季　【季刊】

「SMARTMETER」
（スマートメーター）

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

導入事例

79kW45kW
　

１
９
９
０
年
に
神
奈
川
県

か
ら
、
現
在
の
宮
城
県
大
崎

市
へ
と
、
本
社
を
移
転
し

た
シ
ア
ー
電
器 
株
式
会
社
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
の
専
門

企
業
で
あ
る
。
今
で
は
東
北

地
方
有
数
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
形
企
業
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
、
大
手
ポ
ン
プ
メ
ー

カ
ー
の
内
外
装
品
や
大
手
製

薬
会
社
の
芳
香
剤
パ
ッ
ケ
ー

ジ
製
造
な
ど
を
中
心
に
事
業

展
開
し
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
前
、「
電
気
設

備
に
関
し
て
は
、
前
工
場
長

と
電
気
設
備
会
社
に
一
任
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
前

工
場
長
が
退
職
し
て
し
ま
っ

て
か
ら
は
、
電
気
の
こ
と
は

誰
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
状

単
位
の
タ
イ
マ
ー
設
定
に
な

っ
て
い
た
機
械
の
立
ち
上
げ

は
、
生
産
予
定
に
合
わ
せ
て

細
か
く
設
定
を
変
更
し
て
い

っ
た
。
１
階
に
つ
な
が
る
２

階
の
食
堂
入
口
に
は
カ
ー
テ

ン
の
仕
切
り
を
つ
け
て
、
冷

気
や
暖
気
が
１
階
へ
逃
げ
な

い
よ
う
冷
暖
房
の
効
率
化
を

図
っ
た
。

　
「
誰
も
よ
く
わ
か
ら
な
い

状
況
」
の
と
き
、
デ
マ
ン
ド

は
２
７
９
㌔
㍗
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

の
「
見
え
る
化
」
を
導
入
し
、

取
り
組
み
を
進
め
た
結
果
は

２
０
０
㌔
㍗
。
79
㌔
㍗
も
の

削
減
に
成
功
し
て
い
る
。

電
気
の
こ
と
は
誰
も
わ
か
ら
な
い

そ
の
状
況
を
打
破
し
た

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
「
見
え
る
化
」

宮城県大崎市古川沢田字上河原 71-1
TEL　0229（28）2911
設立●1972年 4月
従業員数●28名
業務内容●精密プラスチック成形加
工、プラスチック金型設備製造一式

シ
ア
ー
電
器 

株
式
会
社

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）を導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、岩手、宮城、東京、神奈川、長野、静岡、福岡、沖縄の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。

態
」（
取
締
役
製
造
部
長
・

下
薗
哲
朗
さ
ん
）に
な
っ
た
。

　

そ
の
状
況
を
解
消
す
る
べ

く
日
本
テ
ク
ノ
へ
電
気
設
備

の
保
守
管
理
を
依
頼
。
そ
の

後
、
２
０
１
１
年
３
月
に
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
。

　

以
前
は
、
節
電
と
い
え
ば

「
電
気
を
使
う
時
間
を
短
く

す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
毎
日

朝
７
時
30
分
に
機
械
を
一
斉

に
立
ち
上
げ
、
８
時
か
ら
作

業
を
開
始
。
終
了
し
た
工
程

の
機
械
か
ら
順
に
電
気
を
切

っ
て
い
く
。
そ
れ
が
正
し
い

と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
デ

マ
ン
ド
の
仕
組
み
を
知
り
、

そ
の
対
策
と
し
て
は
、
単
純

な
使
用
時
間
の
短
縮
は
間
違

い
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
６
時
30
分

か
ら
５
台
ず
つ
を
30
分
間
隔

で
立
ち
上
げ
て
い
っ
た
。
そ

れ
だ
け
で
大
幅
な
デ
マ
ン
ド

の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
の
警
報
が
鳴
る
と
、

事
務
所
や
工
場
内
の
空
調
や

照
明
な
ど
を
調
整
。
１
週
間

シアー電器

太陽の國 ほどがや裾野レジャーランド 一の瀬サンピットバリュー 浮羽店

パウスポーツクラブ

青い海

たまごや工房

塩田組

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

シアー電器 株式会社

取締役製造部長の下薗哲朗さん。

29.4%7.2% 削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

　

神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る

社
会
福
祉
法
人 

朋
光
会 

太

陽
の
國
ほ
ど
が
や
は
、
２
０

０
６
年
３
月
に
開
業
し
た
す

べ
て
が
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
。「
一

人
ひ
と
り
の
笑
顔
の
た
め

に
」
を
合
言
葉
に
、
安
心
と

安
全
を
感
じ
て
も
ら
え
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
続
け

て
い
る
。

　

省
エ
ネ
に
は
以
前
か
ら
関

心
を
向
け
て
い
た
。
空
調
の

室
外
機
に
は
自
動
制
御
機
器

を
設
置
す
る
な
ど
の
設
備
改

善
も
行
っ
て
い
た
。そ
し
て
、

本
格
的
な
活
動
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

導
入
を
契
機
に
始
ま
る
。

　

導
入
後
、
事
務
長
の
相
川

正
司
さ
ん
は
定
例
会
議
の
席

で
デ
マ
ン
ド
や
電
気
料
金
の

仕
組
み
を
説
明
。
そ
の
際
、

警
報
時
の
対
応
手
順
も
決
め

た
。
入
居
者
に
負
担
を
掛
け

な
い
よ
う
事
務
所
の
空
調
、

照
明
を
落
と
す
。
次
い
で
洗

濯
室
と
厨
房
の
空
調
と
い
っ

た
手
順
だ
。
目
論
見
ど
お
り

こ
の
行
動
で
デ
マ
ン
ド
警
報

は
ほ
ぼ
収
ま
っ
た
。

　

ま
た
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー

ビ
ス
で
ピ
ー
ク
時
間
が
判
明

す
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
シ
フ

ト
変
更
で
こ
れ
に
対
応
。
厨

房
と
洗
濯
室
の
機
器
を
同
時

使
用
す
る
時
間
が
ピ
ー
ク
と

判
明
し
た
た
め
、
洗
濯
業
務

に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
み
サ

マ
ー
タ
イ
ム
制
を
導
入
し
、

作
業
時
間
を
ず
ら
す
こ
と
で

ピ
ー
ク
を
回
避
し
た
。

　

そ
し
て
、
な
に
よ
り
活
動

を
推
進
さ
せ
た
の
は
ス
タ
ッ

フ
へ
の
徹
底
し
た
情
報
開
示

だ
。「
単
に
数
値
を
定
期
的

に
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、

グ
ラ
フ
を
出
力
し
ビ
ジ
ュ
ア

ル
で
見
せ
る
こ
と
で
、
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
」

と
相
川
さ
ん
。
こ
れ
を
電
気

以
外
に
も
適
用
し
た
結
果
、

ガ
ス
は
15
％
、
水
道
は
８
％

の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。
わ

か
り
や
す
い
効
果
の
表
示
が

士
気
向
上
を
導
い
て
い
た
。

取
り
組
み
の
効
果
は

グ
ラ
フ
で
視
覚
的
に
見
せ
る

わ
か
り
や
す
い
表
示
で
士
気
向
上

神奈川県横浜市保土ヶ谷区岩井町238-1
TEL 045（730）1165
URL　http://www.apollon.or.jp/hodogaya/
設立●1987年 5月
従業員数●65名（グループ全体300名）
業務内容●特別養護老人ホーム

社
会
福
祉
法
人 

朋
光
会 

太
陽
の
國
ほ
ど
が
や

事務長の相川正司さん。

社会福祉法人 朋光会 太陽の國ほどがや

（2010年5月～翌年4月 2011年5月～翌年4月）（2010年10月～翌年9月 2011年10月～翌年9月）

（2010年 2012年）

　

長
野
県
諏
訪
市
に
あ
る
有

限
会
社 

名
取
鶏
卵
は
、
鶏

卵
の
卸
売
業
を
続
け
て
36

年
。
２
０
０
４
年
に
は
レ
ス

ト
ラ
ン
と
販
売
店
舗
を
併
設

し
た
「
た
ま
ご
や
工
房
」
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
ネ
ッ
ト
通

販
も
手
掛
け
て
い
る
。

　

同
社
の
省
エ
ネ
の
取
り
組

み
は
、
整
理
整
頓
か
ら
始
ま

っ
た
。
身
の
回
り
に
あ
る
不

要
な
も
の
も
極
力
減
ら
す
。

代
表
取
締
役
の
名
取
剛
さ
ん

は
「
在
庫
も
減
ら
し
て
い
ま

す
。
商
品
に
つ
い
て
は
、
あ

る
程
度
の
量
を
一
気
に
つ
く

る
の
が
効
率
的
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
逆
に
無
駄

が
多
か
っ
た
」
と
話
す
。
在

庫
を
減
ら
す
こ
と
で
、
冷
蔵

庫
が
３
台
撤
去
で
き
、
そ
の

ぶ
ん
の
電
気
代
も
削
減
で
き

た
。さ
ら
に
空
い
た
場
所
で
、

広
々
と
し
た
作
業
ス
ペ
ー
ス

も
確
保
さ
れ
た
。
な
に
よ
り

在
庫
を
持
た
ず
、
つ
く
り
た

て
の
商
品
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
利
用
客
の
満
足
度
も
あ

が
る
。

　

整
理
整
頓
の
省
エ
ネ
活

動
。
そ
れ
を
よ
く
表
し
て
い

る
の
が
、「
環
境
整
備
点
検

表
」
の
取
り
組
み
だ
。
ホ
ー

ル
や
厨
房
な
ど
の
各
所
で
こ

の
点
検
表
を
作
成
し
、
２
週

間
に
一
度
は
空
調
や
冷
蔵
庫

の
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
の
清
掃

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　
「
80
点
の
基
準
点
を
設
け
、

給
料
な
ど
に
も
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。
少
し
厳
し
い
よ
う

に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
逆
に
き
ち
ん
と
取
り
組

ん
で
く
れ
た
こ
と
に
も
目
を

向
け
ら
れ
ま
す
。
点
検
表
の

項
目
は
そ
の
取
り
組
み
が
定

着
し
た
ら
減
ら
し
て
い
き
た

い
。
数
年
後
に
は
、
点
検
表

自
体
が
な
く
な
っ
て
い
る
、

そ
ん
な
状
況
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
ね
」と
名
取
さ
ん
。

　

整
理
整
頓
の
行
き
届
い
た

社
内
を
見
れ
ば
、
点
検
表
が

な
く
な
る
日
も
、
そ
う
遠
く

は
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

省
エ
ネ
は
整
理
整
頓
か
ら

「
環
境
整
備
点
検
表
」
で

取
り
組
み
の
定
着
を
目
指
す

長野県諏訪市大字四賀 2939-1
TEL　0266（53）2168
URL　http://www.tamagoya-eshop.jp/
設立●1976 年 6月
従業員数●35 名／業務内容●鶏卵
卸売、洋菓子の製造販売、飲食店

有限会社 名取鶏卵 たまごや工房

7kW

有
限
会
社 

名
取
鶏
卵 

た
ま
ご
や
工
房

代表取締役の名取剛さん。

削
減

契約
電力
（2009年 2010年）

　

有
限
会
社 

裾
野
レ
ジ
ャ

ー
ラ
ン
ド
「
一
の
瀬
」
は
、

静
岡
県
裾
野
市
、
西
箱
根
の

麓
に
あ
る
温
泉
施
設
。
日
帰

り
温
泉
を
は
じ
め
、
宿
泊
・

宴
会
施
設
や
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
、
ほ
た
る
庭
園
、
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
併
設

す
る
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
２
０

０
８
年
12
月
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
代
表
取
締
役
社
長

の
横
山
智
子
さ
ん
が
先
頭
に

立
ち
、
省
エ
ネ
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

同
施
設
の
デ
マ
ン
ド
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
時
刻
は
18
〜

20
時
ご
ろ
。
利
用
客
が
お
風

呂
を
済
ま
せ
、
宴
会
場
で
食

事
を
す
る
時
間
帯
だ
。
こ
の

と
き
、
客
室
の
空
調
や
照
明

を
つ
け
た
ま
ま
、
宴
会
場
に

移
動
し
て
し
ま
う
利
用
客
も

多
い
。
そ
こ
で
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の

警
報
が
鳴
る
と
、
事
務
所
に

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
空
い
て
い

る
客
室
を
確
認
し
て
、
つ
け

っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
空

調
や
照
明
を
切
っ
て
回
る
。

宴
会
中
の
ほ
ん
の
２
時
間
ほ

ど
の
こ
と
だ
が
、
毎
日
の
積

み
重
ね
が
大
き
な
削
減
へ
と

つ
な
が
る
。

　

さ
ら
に
、
横
山
さ
ん
は
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
の
設
定
値
を
一
日
単

位
や
月
単
位
と
い
っ
た
短
い

期
間
で
こ
ま
か
く
変
更
し
て

い
る
。
平
日
と
週
末
、
天
気

や
気
温
と
い
っ
た
要
因
で
利

用
客
の
数
が
大
き
く
変
動
す

る
業
種
。
長
年
の
施
設
運
営

の
経
験
と
電
気
の
「
見
え
る

化
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
々

の
電
力
使
用
量
が
予
測
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
効

果
を
横
山
さ
ん
は
こ
う
話

す
。「
以
前
は
月
に
１
０
０

万
円
を
切
る
こ
と
が
な
か
っ

た
電
気
代
が
、
導
入
後
は
１

０
０
万
円
以
下
に
な
る
月
も

出
て
き
ま
し
た
。
驚
き
と
と

も
に
、
次
は
ど
の
く
ら
い
下

げ
ら
れ
る
の
か
期
待
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
」。

季
節
や
予
約
状
況
に
応
じ
て

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
設
定
値
を
こ
ま
め
に
変
更

毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
効
果
を

静岡県裾野市茶畑1769
TEL　055（992）1589
URL　http://www.susono-ichinose.com/
設立●1974 年11月
従業員数●73名／業務内容●日帰り温
泉施設、宿泊施設、スイミングスクール他

有限会社 裾野レジャーランド 一の瀬

有
限
会
社 

裾
野
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド 

一
の
瀬

7kW 削
減

契約
電力

21.0%削
減

電　力
使用量

（2007年12月～翌年11月 2010年12月～翌年11月）

（2008年 2011年）

　
「
機
械
の
内
容
よ
り
も
、

営
業
マ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
採
用
し
た
理
由

で
す
」
と
話
す
の
は
、
う
き

は
商
業
開
発 

株
式
会
社 

サ

ン
ピ
ッ
ト
バ
リ
ュ
ー
浮
羽
店

の
代
表
取
締
役
社
長
・
久
次

辰
巳
さ
ん
。
経
費
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
た
矢
先
、
日
本

テ
ク
ノ
の
営
業
担
当
者
が
訪

問
し
、
他
社
の
成
功
事
例
や

効
果
的
な
デ
マ
ン
ド
対
策
の

方
法
な
ど
を
親
身
に
な
っ
て

助
言
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　

同
店
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
株
式
会
社 

サ
ン
ピ

ッ
ト
と
、
テ
ナ
ン
ト
10
店
舗

が
入
る
地
域
密
着
型
の
大
型

商
業
施
設
。
２
階
建
て
で
各

階
５
０
０
坪
の
広
さ
が
あ

る
。
そ
の
大
規
模
施
設
を
統

括
す
る
久
次
さ
ん
が
、
ま
ず

進
め
た
省
エ
ネ
の
手
法
は
、

活
動
ル
ー
ル
の
明
確
化
。

　
「
こ
れ
ま
で
意
識
は
あ
り

ま
し
た
が
、
場
当
た
り
的
に

〝
消
す
〞
と
い
う
対
応
し
か

し
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
電
気

料
金
の
仕
組
み
を
理
解
し
た

こ
と
で
、
使
い
方
の
手
順
を

細
か
く
決
め
ら
れ
ま
し
た
」

と
久
次
さ
ん
。

　

照
明
は
、
朝
の
７
時
30
分

に
１
階
の
一
部
を
点
灯
、
８

時
30
分
に
店
内
照
明
の
約
70

％
を
つ
け
る
。
そ
し
て
１
階

の
開
店
時
間
９
時
に
１
０
０

％
点
灯
す
る
。
空
調
は
、
２

階
が
開
店
す
る
10
時
に
合
わ

せ
て
稼
働
さ
せ
る
が
、
１
階

と
２
階
を
同
時
に
つ
け
る
こ

と
は
し
な
い
。
30
分
以
上
あ

け
て
来
店
客
の
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
各
階
の
電
源
を
入

れ
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
は
１

階
と
２
階
の
両
方
が
同
時
に

入
る
空
調
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
を
30
分
単

位
で
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
つ

け
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

最
初
は
戸
惑
っ
た
詳
細
な

ル
ー
ル
も
今
で
は
ス
タ
ッ
フ

全
員
が
習
慣
化
。
定
着
し
た

省
エ
ネ
活
動
が
大
き
な
効
果

を
あ
げ
て
い
る
。

親
身
の
助
言
で
導
入
を
決
定

詳
細
な
ル
ー
ル
化
で

行
動
を
明
確
に
す
る
省
エ
ネ

福岡県うきは市浮羽町朝田 587-1
TEL　0943（77）7855
設立●1987年
従業員数●60名
業務内容●商業施設管理、スーパーマ
ーケット

うきは商業開発 株式会社 サンピットバリュー浮羽店

う
き
は
商
業
開
発 

株
式
会
社 

サ
ン
ピ
ッ
ト
バ
リ
ュ
ー
浮
羽
店

38kW 削
減

契約
電力

8.6% 削
減

電　力
使用量
（2010年5月～翌年4月 2011年5月～翌年4月）

（2010年 2011年）

電
気
の「
見
え
る
化
」も

製
造
工
程
の
進
化
に
貢
献

青
い
海
が
原
料
の
塩
づ
く
り

　

１
９
７
４
年
の
創
業
以

来
、
海
水
を
煮
詰
め
る
伝
統

的
な
製
法
を
守
り
、
環
境
と

省
エ
ネ
に
配
慮
し
た
塩
づ
く

り
を
続
け
て
き
た
沖
縄
県
糸

満
市
の
株
式
会
社 

青
い
海
。

　
「
10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
１

週
間
か
か
っ
て
い
た
海
水
の

濃
縮
工
程
が
、
今
で
は
約
４

日
間
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
、
取
締
役
生
産
本
部

長
の
古
我
知
信
さ
ん
。
24
時

間
火
を
絶
や
す
こ
と
な
く
１

週
間
か
け
て
い
た
塩
の
製
造

だ
が
、
現
在
で
は
「
逆
浸
透

膜
装
置
」「
蒸
発
缶
」「
平
釜
」

と
３
段
階
に
分
け
て
濃
縮
す

　
「
電
気
の
使
用
量
が
ひ
と

目
で
見
え
る
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
試
せ
ま
す
。

今
後
は
作
業
工
程
別
の
使
用

量
を
よ
り
細
か
く
見
て
い

き
、
新
た
な
気
づ
き
を
発
見

し
た
い
で
す
ね
」
と
い
う
古

我
知
さ
ん
の
胸
中
に
は
、
次

の
効
率
化
プ
ラ
ン
が
す
で
に

芽
生
え
て
い
る
よ
う
だ
。

沖縄県糸満市西崎町4-5-4
TEL　098（992）1169
URL　http://www.aoiumi.co.jp/
設立●1974年 2月
従業員数●86名
業務内容●食塩、にがり他の製造販売

株式会社 青い海

33kW 削
減

契約
電力

株
式
会
社 

青
い
海

15.9%削
減

電　力
使用量

代表取締役社長の久次辰巳さん。

る
こ
と
で
、
時
間
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
幅
な
削
減
に
成
功

し
て
い
る
。
さ
ら
に
３
段
階

目
の
平
釜
で
は
地
元
の
店
舗

か
ら
出
る
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど

の
廃
油
を
再
利
用
す
る
。

　

海
水
と
い
う
自
然
の
恵
み

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が

後
押
し
を
し
て
、
製
造
工
程

を
進
化
さ
せ
、
無
駄
は
削
ら

れ
て
い
く
。
２
０
１
１
年
５

月
に
導
入
し
た
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
に

よ
る
電
気
の
「
見
え
る
化
」

も
そ
の
進
化
に
貢
献
し
た
。

　

導
入
前
、
同
社
の
デ
マ
ン

ド
は
４
５
９
㌔
㍗
だ
っ
た
。

当
時
は
、
朝
の
始
業
と
同
時

に
機
器
を
一
斉
に
稼
働
さ
せ

て
い
た
。
古
我
知
さ
ん
は
デ

マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で
、

朝
の
時
間
帯
が
デ
マ
ン
ド
ピ

ー
ク
だ
と
確
認
す
る
と
、
す

ぐ
そ
の
対
策
に
乗
り
出
す
。

電
力
負
荷
の
大
き
い
「
逆
浸

透
膜
装
置
」
の
稼
働
を
夜
間

に
移
行
さ
せ
た
の
だ
。結
果
、

デ
マ
ン
ド
値
は
33
㌔
㍗
減
の

４
２
６
㌔
㍗
に
な
っ
た
。

（2010年7月～翌年1月 2011年7月～翌年1月）

（2010年 2011年）

（2010年 2012年）

ケ
チ
に
な
ら
ず
無
駄
を
省
く
││

電
気
の「
見
え
る
化
」を

社
員
教
育
ツ
ー
ル
に
活
用

東京都福生市福生 2033
TEL　042（553）0808
URL　http://shiodagumi.co.jp/
設立●1979年 5月
従業員数●35名／業務内容●建築工事、
土木工事、ビル修繕、住宅リフォーム全般

株式会社 塩田組

株
式
会
社 

塩
田
組

費
の
「
見
え
る
化
」
を
実
施

し
て
い
た
か
ら
だ
。
電
話

代
、
ガ
ス
代
、
水
道
代
、
電

気
代
、
灯
油
代
、
ガ
ソ
リ
ン

代
、
コ
ピ
ー
代
と
毎
月
の
料

金
を
一
覧
に
し
て
全
社
員
に

開
示
。
２
年
前
か
ら
は
こ
の

経
費
一
覧
表
を
回
覧
し
、
全

員
に
コ
メ
ン
ト
を
記
入
さ
せ

て
い
る
。
そ
れ
が
無
駄
を
省

く
取
り
組
み
の
有
効
な
意
識

づ
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

の
警
報
が
鳴
る
と
す
ぐ
に
作

業
員
宿
舎
も
兼
ね
る
本
社
屋

の
全
館
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
館
内

放
送
を
す
る
。
す
る
と
無
駄

を
省
く
意
識
が
身
に
つ
い
た

全
社
員
が
即
座
に
対
応
し
、

電
力
使
用
量
の
数
値
は
み
る

み
る
下
が
る
と
い
う
。

　
「
無
駄
を
省
く
と
い
う
意

識
を
根
づ
か
せ
る
理
由
は
お

客
様
に
満
足
し
て
も
ら
い
た

い
か
ら
で
す
。
不
要
な
作
業

は
削
る
、
余
計
な
材
料
は
使

わ
な
い
と
い
っ
た
無
駄
を
省

い
た
う
え
で
気
持
ち
の
良
い

　
「
ケ
チ
に
は
な
る
な
、
さ

れ
ど
無
駄
は
省
け
」
の
ポ
リ

シ
ー
を
貫
く
社
員
教
育
が

特
徴
の
株
式
会
社 

塩
田
組
。

東
京
都
福
生
市
に
あ
る
総
合

建
設
企
業
。
ビ
ル
や
一
戸
建

て
住
宅
の
改
修
を
中
心
に
、

顧
客
満
足
を
第
一
に
考
え
、

質
の
高
い
技
術
と
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
橋
本

惠
治
さ
ん
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導

入
を
決
め
た
と
き
、
電
気
の

「
見
え
る
化
」
を
社
員
教
育

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
同

社
で
は
20
年
以
上
前
か
ら
経

サ
ー
ビ
ス
と
高
い
技
術
力
を

提
供
す
る
。
そ
ん
な
仕
事
が

お
客
様
に
本
当
の
満
足
を
与

え
る
。
現
場
で
そ
れ
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ふ
だ

ん
か
ら
の
意
識
づ
け
が
必
要

な
ん
で
す
」
と
橋
本
さ
ん
。

顧
客
満
足
を
求
め
た
社
員
教

育
は
省
エ
ネ
と
い
う
環
境
活

動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。

株
式
会
社 

塩
田
組
の
本
社
兼
作
業
員
宿
舎
。

代表取締役社長の橋本惠治さん。

　

２
０
１
２
年
に
20
周
年
を

迎
え
た
岩
手
県
盛
岡
市
の
パ

ウ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。
１
階

に
プ
ー
ル
と
ス
タ
ジ
オ
、
２

階
に
マ
シ
ン
ジ
ム
、
ス
タ
ジ

オ
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ナ
ー
を
配

置
し
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
地
域
密
着

の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
電
力

15
％
削
減
の
要
請
時
、「
必

要
な
い
の
は
ど
こ
か
、
消
し

て
も
支
障
の
な
い
の
は
ど
こ

か
」
を
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
考

え
、
実
際
に
現
場
を
見
て
消

し
て
い
っ
た
。
日
光
の
あ
た

る
場
所
は
照
明
も
空
調
も
必

要
な
い
。
待
機
電
力
を
減
ら

す
た
め
マ
シ
ン
を
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
抜
く
、
１
階
は
プ
ー

ル
か
ら
あ
が
る
と
身
体
が
冷

え
て
い
る
の
で
夏
場
も
空
調

の
設
定
温
度
は
高
め
に
す

る
。
さ
ら
に
営
業
時
間
の
短

縮
…
…
。「
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
や
り
切
っ
た
」
と
フ
ロ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
阿
部
タ

カ
エ
さ
ん
は
振
り
返
る
。
施

設
を
利
用
す
る
会
員
の
協
力

も
あ
り
、
こ
の
と
き
は
、
そ

れ
ま
で
１
１
１
㌔
㍗
あ
っ
た

契
約
電
力
が
26
㌔
減
の
85
㌔

㍗
ま
で
に
な
っ
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
そ
の

後
の
２
０
１
２
年
。
こ
れ
以

上
の
削
減
は
無
理
か
も
し
れ

な
い
と
危
惧
し
な
が
ら
も
、

先
に
採
用
し
て
い
た
知
人
の

会
社
で
の
評
判
と
実
績
を
聞

き
導
入
を
決
め
た
。

　

１
階
フ
ロ
ン
ト
下
に
パ

※

ト

ラ
ン
プ
、
２
階
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

モ
ニ
タ
を
設
置
。
警
報
が
鳴

る
と
、
利
用
者
の
快
適
性
を

保
っ
た
ま
ま
、
ど
こ
を
消
せ

ば
よ
い
か
、
再
び
全
ス
タ
ッ

フ
が
新
た
な
視
点
で
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
何
度
か
警

報
を
聞
き
、
使
い
す
ぎ
の
頃

合
い
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、

今
度
は
各
機
器
を
つ
け
る
タ

イ
ミ
ン
グ
の
調
整
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
「
や
は
り
見
え
る
こ
と
は

大
き
い
。
節
電
要
請
で
あ
れ

だ
け
下
げ
た
あ
と
で
も
、
さ

ら
に
７
㌔
㍗
も
削
減
で
き
た

の
で
す
か
ら
」（
同
氏
）

震
災
後
の
節
電
活
動
で

徹
底
し
て
生
み
出
し
た
削
減
量

そ
れ
で
も「
見
え
る
化
」は
有
効

岩手県盛岡市三本柳 7-66-1
TEL　019（637）6311
URL　http://www.paw-sports.com/
設立●1991年
従業員数●25名
業務内容●スポーツクラブ

株式会社 パシフィックウインズ　パウスポーツクラブ

株
式
会
社 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
イ
ン
ズ　

パ
ウ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

フロアマネージャーの阿部タカエさん。

取締役生産本部長の古我知信さん。

代表取締役社長の横山智子さん。

塩
の
製
造
工
程
（
平
釜
）。

13kW 削
減

契約
電力
（2010年 2011年）

7kW 削
減

契約
電力
（2011年 2012年）

パウスポーツクラブの外観。

※現在パトランプは販売しておりません。

http://www.n-techno.org/
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環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
31
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
スト

「省エネの達人」ぷくぷくシール プレゼント
正解者の中から抽選で 100 名の方に、「省エネの達人」ぷくぷくシー
ルをプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ、下記あて先までご郵送ください。また、環境市場新聞ウェブ
サイトからも応募できます。下記 URL にアクセスして当コーナー応募
フォームのリンクをクリックし、画面の指示に従いご応募ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切り
は 2013 年 6 月 28 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【環境市場新聞ウェブサイト】http://econews.jp/

●タテのカギ●
①  桜の木の下で宴会。
②  ホーホケキョ「うぐ○○」。
③  絶滅危惧種は輸出入禁止
「ワシ○○○○ょうやく」。
⑤  電気は節約して使いましょ
う。「○○○ん」。

⑧  １面下の広告で大募集して
いるのは「電気管理ぎじゅ
○○ゃ」。

●ヨコのカギ●
①  その年初めて吹く強い南風
「○○○○ばん」。
④  日本の楽器「しゃ○○ん」。
沖縄では「さんしん」とも。

⑥  ３面の記事、今回は第２話
「エコ○○ーリー」。
⑦  漢字で書くと躑躅「○○じ」。
⑨  サッカー日本女子代表「○
○○○○ャパン」。

● 地元でとれた野菜を選んで地産地消を
心掛けています。
● 古くなったセーターを小さく切って、
アクリルたわしと同じように食器洗い
やシンク洗いに使い、汚れたら捨てて
います。

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記ウェブサイトでも受
け付けています。

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て
い
き

ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
４
つ
の
文
字
を
組

み
合
わ
せ
〝
エ
コ
〞
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。
そ

の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
電
気
を
つ
く
り
出
す
こ
と
。

　

宮
城
県
石
巻
市
に
あ
る
「
石
巻
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
é
ｅ
（
ニ
ュ
ー
ゼ
）」
は
、
地
域

１
０
０
年
の
歴
史
を
紹
介
す
る
施
設
。

運
営
母
体
の
石
巻
日ひ

日び

新
聞
を
通
し
て

蓄
積
さ
れ
た
石
巻
地
区
の
足
跡
を
、
年

表
や
写
真
な
ど
で
展
示
す
る
「
ニ
ュ
ー

ス
博
物
館
」
だ
。
同
新
聞
社
の
１
０
０

周
年
事
業
と
し
て
開
館
さ
れ
た
。

　

同
館
の
一
角
に
、
手
書
き
に
よ
る
壁

新
聞
が
額
装
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
翌
日
か
ら
６
日
間
発

行
さ
れ
た
壁
新
聞
。
震
災
の
被
害
で
印

刷
機
は
も
ち
ろ
ん
パ
ソ
コ
ン
な
ど
通
常

の
新
聞
発
行
に
必
要
な
機
材
が
す
べ
て

使
用
で
き
な
か
っ
た
期
間
に
、「
ペ
ン

と
紙
が
あ
れ
ば
伝
え
ら
れ
る
」
と
つ
く

り
続
け
、
被
災
地
の
６
カ
所
に
貼
り
出

さ
れ
た
も
の
だ
。

　

震
災
当
日
、停
電
の
中
の
夜
の
会
議
。

「
街
が
が
れ
き
と
化
し
た
状
況
で
何
も

し
な
い
の
は
、
自
分
た
ち
を
否
定
す
る

こ
と
だ
」
と
石
巻
日
日
新
聞
の
社
長
は

言
っ
た
。
20
代
の
社
員
は
「
自
分
た
ち

の
代
で
新
聞
を
止
め
た
く
な
い
」
と
泣

い
た
。
や
れ
る
こ
と
を
や
る
だ
け
と
壁

新
聞
を
発
行
し
た
。

　
「
世
間
は
壁
新
聞
を
評
し
て
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
や
記
者
魂
な
ど
と
言
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
記
者
で
あ

る
前
に
地
域
を
愛
す
る
人
間
で
す
。
震

災
の
混
乱
時
、
愛
す
る
地
域
へ
の
思
い

を
形
に
し
た
か
っ
た
。
そ
し
て
私
た
ち

が
形
に
で
き
る
の
は
、
正
し
い
情
報
を

伝
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
な
ん

で
す
」
と
同
館
の
館
長
で
あ
り
石
巻
日

日
新
聞
・
常
務
取
締
役
の
武
内
宏
之
さ

「ニュース博物館」復興に向かう地域の姿を発信

「石巻NEWSée」館長で石巻日日新聞・常務
取締役の武内宏之さん。背景の写真パネルは
館内の展示物。

日本で 2012 年 10 月から導
入が開始され、一般に環境税
と呼ばれているものは、次の
うちどれ？

a
b
c
d

地球温暖化対策のための税

生物多様性保護のための税

リサイクル推進のための税

公害問題解消のための税

Question
1

2012 年 10 月に導入された環
境税は以前からあった間接税
に上乗せされる形で課税され
る。その間接税とは？

a
b
c
d

石油石炭税

電源開発促進税

航空機燃料税

ゴルフ場利用税

Question
2

略称はＩＵＣＮ。1948 年に設
立された国際的な自然保護機
関の名称は、次のうちどれ？

a
b
c
d

世界自然保護基金

世界環境保全基金

国際自然保護連合

国際環境保全連合

Question
3

目的は遺伝子組み換え生物の
悪影響を防ぐこと。2000 年
に生物多様性条約の会議で採
択された国際的ルールは？

a
b
c
d

カルタヘナ議定書

京都議定書

名古屋議定書

モントリオール議定書

Question
4

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は
小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！!

　　　　　　　　
　コーヒーをフィル
ターで抽出した後
は、よく乾燥させて
布で包み、針刺しや、消臭剤として
使用しています。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 （茨城県・しげこさん）
　　　　　　　　　　　　　　　　

　春ですね。新入学や就職など新しく始まる生活の一方で、慣れ
ない環境に体調を崩されている方はいませんか。そんな人には春
の香りのサクラ茶。婚礼などお祝いの席でいただくサクラ茶です
が、意外な使い道もありふだんの生活にもおすすめです。
　塩漬けした桜の花びらにお湯をさしていただくと、ほんのりと
した塩味と桜のピンク色が楽しめ、咳止めや解熱、血液をサラサ
ラにする効果もあるといわれています。お茶だけでなく、お米に
混ぜて炊き込むサクラご飯や、お吸い物、お漬物、野菜サラダな
どに入れてもおいしいんです。うちのおじいさんの好物は軽く塩
抜きをしたサクラ茶と炊き込みご飯をあえるサクラ炊き込みご
飯。塩加減の調節がおいしさのコツ。皆さんもお試しくださいね。

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
読者が難しいと思ったエコ関連の言葉を、日本テクノのイメージ
キャラクターであり環境活動家としても知られるアーティストの
河村隆一さんが調べ、やさしい言葉づかいで答えていく新連載。
第 1回は、今さら聞けない地球温暖化問題の基本用語について。

環境分野の言葉がわからないと感じたこと
はありませんか。今さら聞けない用語、数
字についている単位、深くは知らない法律
名など皆さんがもっと知りたい環境関連の
用語を募集しています。ご応募は日本テク
ノ「河村隆一のエコスタディ」係まで。取
り上げてほしい用語と連絡先を明記のうえ
ハガキにてご送付ください。環境市場新聞
ウェブサイト（http://econews.jp/）から
も応募できます。

京
都
議
定
書
っ
て
何
？

　

こ
ん
に
ち
は
、
河
村
隆
一
で

す
。
皆
さ
ん
の
環
境
知
識
が
深

ま
る
よ
う
、
僕
も
勉
強
し
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す

く
用
語
を
解
説
し
て
い
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
。

　

さ
て
今
回
は
「
京
都
議
定

書
」。
そ
も
そ
も
「
議
定
書
」

と
は
、
い
く
つ
か
の
国
同
士

が
「
お
互
い
に
こ
の
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
」
と
決
め
た
約

束
事
が
書
か
れ
た
も
の
。
い
う

な
れ
ば
国
家
レ
ベ
ル
の
法
律
で

す
。
こ
の
「
京
都
議
定
書
」
は

京
都
で
開
か
れ
た
国
際
会
議
で

京
都
議
定
書
で
す
。

　

１
９
９
７
年
12
月
の
国
際
会

議
で
決
ま
っ
た
京
都
議
定
書
で

は
、第
一
約
束
期
間（
２
０
０
８

〜
２
０
１
２
年
）
を
設
定
し
、

そ
の
間
の
排
出
量
を
１
９
９
０

年
に
比
べ
て
ど
れ
く
ら
い
削
減

す
る
の
か
国
や
地
域
ご
と
に
決

め
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
日
本

は
６
％
の
削
減
目
標
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
く
ら
れ
た
の
で
、
こ
う
呼
ば

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

目
的
は
、
各
国
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
地
球
温
暖
化
を
食
い

止
め
る
こ
と
。
地
球
温
暖
化
の

主
な
原
因
は
、
人
間
の
活
動
か

ら
出
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。

人
類
は
、
石
炭
や
石
油
な
ど
の

化
石
燃
料
を
た
く
さ
ん
使
い
Ｃ

Ｏ
２

を
大
量
に
出
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
こ
で
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で

抑
え
よ
う
と
、
数
値
を
決
め
て

削
減
目
標
を
定
め
た
。そ
れ
が
、
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私
の
前
職
の
大
阪
支
社
に

山
本
と
い
う
ど
ん
な
仕
事
に

も
本
気
で
取
り
組
む
営
業
マ

ン
が
い
た
。
支
社
長
が
「
今

日
１
０
０
件
訪
問
し
て
こ

い
」
と
言
え
ば
、
何
が
あ
っ

て
も
１
０
０
件
の
訪
問
が
終

わ
る
ま
で
帰
っ
て
こ
な
い
。

そ
れ
な
の
に
業
績
は
上
が
ら

ず
、
つ
い
に
支
社
長
は
「
君

は
こ
の
仕
事
に
向
い
て
い
な

い
。
明
日
か
ら
出
社
し
な
く

て
い
い
」
と
本
人
に
退
職
勧

告
し
た
そ
う
だ
。

　

山
本
は
ど
う
し
た
か
？ 

翌
日
も
出
社
し
て
き
た
。「
お

金
は
要
り
ま
せ
ん
。
こ
の
仕

事
が
好
き
で
す
。
働
か
せ
て

く
だ
さ
い
」。
支
社
長
は
そ

の
熱
意
に
心
を
打
た
れ
、
彼

を
パ
ー
ト
で
雇
用
。半
年
後
、

彼
の
業
績
は
上
が
り
社
員
に

採
用
し
直
し
た
と
い
う
。
さ

ら
に
３
年
後
、
山
本
は
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
た
。

　

支
社
長
は
「
山
本
ほ
ど
営

業
に
不
向
き
な
人
は
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
彼
は
、
自

分
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン

に
な
る
と
思
い
込
ん
で
い

た
。
だ
か
ら
諦
め
な
か
っ
た

の
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。

　

人
間
は
自
分
が
思
っ
た
よ

う
な
人
間
に
な
れ
る
の
だ
。

上
司
は
部
下
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
や
る
こ
と
だ
。
人

間
は
、
ほ
ん
の
些
細
な
こ
と

で
本
気
に
な
っ
た
り
、
気
持

ち
が
萎
え
た
り
す
る
。
部
下

の
立
場
に
立
ち
、
見
た
り
、

聞
い
た
り
、
考
え
た
り
す
れ

ば
部
下
の
現
状
も
理
解
で
き

る
。
現
状
が
わ
か
れ
ば
、
そ

の
部
下
へ
の
接
し
方
も
見
え

て
く
る
。
状
況
に
よ
っ
て
、

ほ
め
た
り
、叱
っ
た
り
、勇
気

づ
け
た
り
し
て
、
部
下
の
思

い
を
叶
え
て
や
る
こ
と
だ
。

　

部
下
で
あ
る
あ
な
た
に
言

い
た
い
!!　

仕
事
は
人
生

だ
。
人
生
そ
の
も
の
だ
。
叱

ら
れ
た
と
き
は
、「
自
分
の

問
題
点
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ

を
直
せ
ば
さ
ら
に
成
長
で
き

る
」。失
敗
し
た
と
き
は
、「
上

手
く
い
か
な
い
方
法
を
み
つ

け
た
」
と
肯
定
思
考
で
受
け

止
め
る
こ
と
だ
。
絶
対
投
げ

や
り
に
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

　

人
間
の
能
力
は
あ
な
た
が

思
っ
て
い
る
ほ
ど
差
は
な

い
。
ど
ん
な
と
き
で
も
、
自

分
を
信
じ
る
。
誰
よ
り
も
本

気
に
な
っ
て
仕
事
を
し
て
い

る
自
分
の
明
日
を
信
じ
る
。

因い
ん

果が

倶ぐ

時じ

だ
。
つ
ら
く
苦
し

い
と
き
こ
そ
、
人
は
成
長
す

る
。
諦
め
ず
に
粘
り
強
く
仕

事
に
取
り
組
め
ば
必
ず
あ
な

た
の
思
い
は
叶
え
ら
れ
る
。

諦
め
な
い
こ
と
だ
。

あ
な
た
の
思
い
は
叶
え
ら
れ
る

諦
め
な
い
こ
と
だ

ん
は
言
う
。

　

震
災
直
後
、
武
内
さ
ん
は
近
所
の
総

菜
店
な
ど
が
無
料
で
食
べ
物
を
配
っ
て

い
る
姿
を
目
に
し
、「
働
い
て
い
る
の

は
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
い
」
こ
と
を

知
る
。
そ
れ
が
絆
だ
と
思
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
石
巻
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
é
ｅ
」
に
は
３
カ
月

で
４
０
０
０
人
が
来
館
し
て
い
る
。
来

館
者
の
多
く
は
「
壁
新
聞
を
見
て
、（
当

時
）
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」
と
感
想
を
も

ら
す
。
石
巻
日
日
新
聞
は
今
年
、
創
刊

か
ら
１
０
１
年
を
迎
え
る
。

地
域
へ
の
思
い
が
動
か
し
た
壁
新
聞「石巻NEWSée」では地域100年の歴史をたどる写真な

どに加え、震災直後に発行した手書きの壁新聞も展示。

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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